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今週のキーワード

AI材料革新
高性能化と持続可能性を両立する新材料

41
件

記事数

10
カ国

対象国

1.4
ZT値

熱電効率

1000倍超
光変換効率

今週の全41記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 ネオジム新規結合 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
ライス大がネオジムと酸素の新規結合メカニズムを「
バスケット」分子で発見、希土類化学制御に道。

#02 キラル識別レーザー 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
らせん状レーザーで分子のキラル構造を高速・高感度
に識別、医薬品開発等に革新。

#03 非相反偏光光 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
コーネル大が半導体ナノクラスターで非相反偏光光を
実証、光通信・量子技術を革新。

#04 MXeneレビュー 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
MDPIがMXeneナノ材料のレビュー発表、構造-特性相
関と機能設計、応用進展を概説。

#05 MXeneスーパーC 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
MXene含む2D材料が次世代スーパーキャパシタ電極
として有望、高出力密度・長寿命化に貢献。

#06 金属フリーMXene 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
ACSが金属フリーMXene代替としてBCNを提示、エネ
ルギー貯蔵・電極触媒に新道。

#07 超高強度Co-Al 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
パデュー大が鋼の10倍強度と柔軟性を持つコバルト-
アルミニウム合金開発、航空宇宙等に革新。

#08 相分離の弾性制御 学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
膨潤エラストマーのミクロ相分離における弾性効果を
解明、軟らかい材料設計に新知見。

#09 AIでMOF光触媒 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
AIがMOF光触媒の発見を加速、従来のベンチマークを
上回るCr・ZnベースMOFを特定。

#10 希土類フリーEV 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
インドVimag Labsが希土類不使用EVモーターで特許
取得、中国依存脱却へVMSM技術推進。

#11 AgCuTe熱電ZT1.4 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
AgCuTe熱電材料がカチオン空孔制御でZT値1.4達成
、熱電性能・安定性を大幅向上。

#12 ジョセフソンメタ 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
ジョセフソン接合アレイが調整可能なメタマテリアル
に、マイクロ波共鳴を温度・電力で制御。

#13 LG抗菌材増産 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
LGエレがベトナムで抗菌材料「LG
PuroTec™」生産能力倍増、グローバル需要に対応。

#14 IoT熱電給電 技術開発
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
産業用モーター廃熱からの熱電発電でIoTセンサーの
バッテリーレス化を実証、ワイヤレス伝送成功。

#15 AIでMOF光触媒 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
AIがMOF光触媒の発見を加速、環境修復・CO2変換向
け高性能Cr/Znベース候補を特定。

#16 スピンホール低電流 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
スピンホールマイクロ発振器で超低電流駆動を実現、
次世代低消費電力情報処理に貢献。

#17 自己修復PE 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
EUプロジェクトが損傷自己報告・自己修復・ケーブル
絶縁可能なリサイクル性PEを開発。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#18 潜水艦クリーンE 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
GH PowerとTKMSがカナダ潜水艦向けクリーンエネ
ルギー協力、高純度アルミナ・水素生成。

#19 バーミキュライト受注 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Volt Carbonがバーミキュライト4万トン加工を受注、
高価値炭素製品事業を拡大。

#20 グラファイト買収 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Asbury Advanced MaterialsがGraphit
Kropfmühl買収、グローバル事業を拡大。

#21 PbS熱電ZT1.2 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
モリブデン多機能ドーピングでPbS熱電材料がZT値1.
2達成、変換効率を大幅向上。

#22 Dymax PCB接着 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
DymaxがAIハードウェア向けPCB補強用9310接着剤
発表、数秒硬化で生産性向上。

#23 日本ペイント再編 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
日本ペイントHDが産業用コーティング事業を再編、
市場競争力強化と製品開発能力向上へ。

#24 Hempel防火塗料 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Hempelが150分耐火の防火コーティング発表、塗料
消費量削減で建設業界に貢献。

#25 鉛フリー圧電F 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
鉛フリーK0.5Na0.5NbO3圧電複合フィルム開発、自
己給電型ウェアラブルセンサー向け。

#26 CuspAI資金調達 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
AI材料科学CuspAIが4.5億ドル調達、Nvidia等とAI
Materials Foundry始動。

#27 自己修復伸縮P 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
UCリバーサイドが透明・自己修復・50倍伸縮ポリマ
ー開発、電子機器耐久性を革新。

#28 SMAアクチュエ 解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
形状記憶合金のレビューが自動車、航空宇宙、ロボッ
ト、生体医療でのアクチュエータ応用を強調。

#29 量子メタマテリアル 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
UCサンディエゴが量子メタマテリアルで光コンピュー
ティング革新、赤外光変換効率1000倍超。

#30 多機能フォト結晶 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
多機能フォトニック結晶が光制御課題克服、AR/VR、
LiDAR向け高Q共振と波面整形を両立。

#31 潜熱蓄熱フィン 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
六角形フィンで潜熱蓄熱システム効率13.25%向上、
電子部品熱管理に寄与。

#32 自己修復PUエラ 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
水素結合で透明な自己修復ポリウレタンエラストマー
開発、電子皮膚・保護コーティングへ。

#33 PCM偏光子 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
新相変化材料偏光子が光通信を高速化、機械式回転子
不要で熱で光の状態を切り替え。

#34 AI超伝導体発見 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
Google DeepMindがAIと量子物理学で「存在しない
はずの」超伝導体2種発見、未来を革新。

#35 油井熱電発電 技術開発
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
米DOEが油井廃熱からの熱電発電セル試験に成功、低
温廃熱を電力に変換。

#36 超薄金属箔 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Auerhammer Metallwerkがセンサー向け超薄金属箔
等提供、ハイテク応用に貢献。

#37 身体熱FTEG 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
穿孔フィンと銅カプセル化ポリイミドで高性能FTEG
開発、身体熱ハーベスティング効率向上。

#38 Mg2(Si,Sn)熱電 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
日本のJ-StageがMg2(Si,Sn)熱電モジュールでZT値1.
2報告、中間温度域で高効率化。

#39 英原子炉材料 市場概観
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
英国核分裂材料ロードマップ中間報告、先進材料が次
世代原子炉の安全性・効率性の鍵。

#40 中国全固体標準 市場概観
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
中国が全固体電池の標準を施行、大手企業は半固体電
池の百トン級生産ライン構築。

#41 超高強度Co-Al 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
パデュー大が鋼の10倍強度と柔軟性を持つコバルト-
アルミニウム合金開発、航空宇宙等に革新。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 高性能材料のトレードオフを覆す技術は、自社の設計思想をどこまで変えるか？
パデュー大学が開発したコバルト-アルミニウム合金は、鋼の10倍の強度と高い柔軟性を両立し、従来の材料設計の常識
を覆します。また、UCリバーサイドの自己修復・伸縮性ポリマーは、電子機器の耐久性を根本から変える可能性を秘めて
います。これらのブレークスルーは、貴社の製品設計や材料選定の前提を大きく変えるものではないでしょうか？

❷ AIによる材料発見の加速は、R&D;戦略に「待ったなし」の変革を迫るか？
Google DeepMindがAIで「存在しないはずの」超伝導体を発見し、CuspAIが4.5億ドルの大型資金調達でAI Materials F
oundryを始動するなど、AIによる材料探索が急速に商業化段階に入っています。従来の試行錯誤型R&D;では、このスピ
ードに追いつけなくなるリスクがあります。貴社のR&D;部門は、AI導入のロードマップを明確に描けているでしょうか
？

❸ 希土類依存脱却とバッテリーレス化、日本のサプライチェーンは対応可能か？
インドVimag Labsが希土類不使用EVモーターで特許を取得し、中国は全固体電池の標準化と量産化を加速しています。
一方で、熱電発電によるIoTセンサーのバッテリーレス化も進展。日本の製造業は、希土類資源の地政学的リスクやバッ
テリーの環境負荷・メンテナンス課題に対し、代替材料やエネルギーハーベスティング技術へのシフトを急ぐ必要があり
ます。サプライチェーンの再構築と技術転換の準備は万全でしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

超高強度合金希土類フリーEV

非相反光学
自己修復材

AI材料探索

高効率熱電

中国全固体

高速PCB接着

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 超高強度合金 注意 航空宇宙・防衛材の高性能化 既存材料の陳腐化リスク

● 希土類フリーEV 注意 希土類調達リスク低減 日本の磁石産業に打撃

● 非相反光学 機会大 光通信・量子デバイス革新 基礎技術のキャッチアップ

● 自己修復材 機会大 電子機器の耐久性向上 新規材料への対応遅れ

● AI材料探索 注意 R&D;効率化、新材料創出 AI導入遅れで競争力低下
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● 高効率熱電 機会大 廃熱回収、IoT給電 材料開発競争激化

● 中国全固体 脅威大 — 日本の電池開発を加速

● 高速PCB接着 注意 AIハード生産性向上 競合製品への乗り換え
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深掘り ① ― 鋼の10倍強度と柔軟性を持つCo-Al合金
#07 | 2026/07/31 | ScienceDaily (citing Purdue University) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

パデュー大学が、通常脆いコバルト-アルミニウム金属間化合物を、高強度構造鋼の6〜10倍の降伏強度と高い柔軟性を
両立する新型合金に開発しました。このブレークスルーは、ナノスケール設計により、強度と延性の長年のトレードオ
フを克服したものです。航空宇宙、エネルギー、防衛技術におけるタービンブレードやエンジン部品の性能を劇的に向
上させる可能性を秘めています。

この特異な特性は、特定の組成比と熱処理により、材料内に均一なナノサイズの結晶粒と特定の界面構造を形成するこ
とで達成されました。これにより、応力下での転位運動を抑制しつつ、亀裂の伝播を遅らせるメカニズムが導入されて
います。同様の成果は#41でも報告されており、この技術の重要性が強調されています。

▶ 材料工学アナリスト

【機会】この合金は、日本の重工業、航空宇宙、自動車産業における軽量・高強度化のニーズに合致し
、部品の長寿命化や性能向上に大きく貢献する可能性があります。特に、極限環境下での使用が求めら
れる部品への応用は、新たな市場を創出するでしょう。しかし、【脅威】として、この種の材料開発は
高度なナノスケール制御技術を要し、日本企業が追随するには大規模な研究投資と技術者の育成が不可
欠です。提示された「鋼の10倍」という数値は非常にインパクトがありますが、実用化には製造プロセ
スのスケールアップ、コスト効率、長期信頼性の検証が必須です。特に、コバルトの供給安定性も考慮
すべき課題です。日本の材料メーカーは、この技術の基礎研究動向を注視し、早期に共同研究やライセ
ンス取得の可能性を探るべきです。R&D;部門は、既存の合金設計思想を見直し、ナノ構造制御技術への
投資を加速させるべきです。

深掘り ② ― 希土類不使用EVモーター、中国依存脱却へ
#10 | 2026/07/23 | newmobility.news, motorindia | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

インドのスタートアップVimag Labsが、希土類元素を一切使用しない「バーチャルマグネット同期モーター」（VMS
M）技術で5つ目の特許を取得しました。この技術は、従来の永久磁石をソフトウェア定義の磁場に置き換えることで、
希土類材料なしで同等以上の性能を実現すると主張しています。現在、二輪車および乗用車メーカーとパイロットプロ
ジェクトを実施しており、EVモーター部品における中国への希土類依存を打破する戦略を強化しています。

VMSMは、ソフトウェア制御によりモーターの運転条件に応じて磁場を動的に最適化できるため、高い柔軟性と適応性
を提供します。同社は、トルク密度、出力、効率において希土類永久磁石モーターに匹敵するか、上回る性能を達成で
きるとしています。これは、地政学的リスクを伴う希土類資源の供給問題に対する、極めて有望な解決策となり得ます
。

▶ EV材料アナリスト

【脅威】日本のEVモーター産業は、高性能永久磁石に不可欠な希土類資源の多くを中国に依存しており
、このVMSM技術が普及すれば、日本のサプライチェーンに大きな影響を与える可能性があります。特
に、磁石メーカーやモーターメーカーは、従来のビジネスモデルの転換を迫られるでしょう。提示され
た「同等以上の性能」という主張は、実証データや量産時のコスト、信頼性で評価する必要があります
が、ソフトウェア定義というアプローチは、日本の強みである精密制御技術と融合できる【機会】も秘
めています。日本の自動車OEMやモーターメーカーは、Vimag Labsのような新興企業の技術動向を即
座に調査し、共同開発や技術提携の可能性を検討すべきです。R&D;部門は、希土類フリーモーター技術
の研究開発を最優先事項とし、ソフトウェア制御技術の強化を図る必要があります。
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深掘り ③ ― 半導体ナノクラスターで非相反偏光光を実証
#03 | 2026/07/29 | Cornell University (citing Nature Materials) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

コーネル大学の研究者らが、複雑なメタマテリアルや強力な磁場を用いることなく、シンプルな半導体ナノクラスター
で非相反な線形偏光光の振る舞いを初めて実証しました。この技術は、光が進行方向によって異なる偏光特性を示すこ
とを意味し、キラル-線形光学干渉という新規メカニズムを利用しています。光通信、光学センシング、量子情報処理な
ど、広範な光学デバイスの設計に革命をもたらす可能性があります。

このブレークスルーの最大の利点は、従来の非相反光学デバイスに必要とされた複雑な多層構造や巨大な外部磁石が不
要である点です。シンプルな材料構成で非相反性を実現することで、デバイスの小型化、製造コストの削減、および新
たな機能統合の可能性が開かれます。Nature Materials誌に発表されたこの研究は、光ダイオードや光アイソレータな
ど、次世代の光電子デバイスの設計に大きな影響を与えるでしょう。

▶ 光通信・フォトニクスアナリスト

【機会】この技術は、日本の得意とする光通信、半導体、光学デバイス産業にとって大きな機会です。
特に、光アイソレータや光スイッチの小型化・高効率化は、データセンターや5G/6G通信の性能向上に
直結します。磁場不要な特性は、マイクロエレクトロニクスとの統合を容易にし、新たな集積光学回路
の実現にも寄与するでしょう。【脅威】としては、この基礎研究段階の技術をいかに早く実用化に繋げ
られるかが課題です。日本企業は、この新規メカニズムの理解を深め、半導体プロセス技術と融合させ
るためのR&D;を加速する必要があります。特に、ナノクラスターの精密合成技術や、キラル構造の制御
技術は、日本の材料メーカーにとって重要な研究テーマとなるでしょう。大学や研究機関との連携を強
化し、早期にプロトタイプ開発に着手すべきです。

その他の注目記事
ACSがBCNを金属フリーMXeneの有望な代替として提示：エネルギー貯蔵・電極触媒に新たな道 (Accounts of Materials Research - ACS Publications)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

金属フリーの2D材料BCNがMXeneの代替として有望視され、エネルギー貯蔵や電極触媒分野での応用が期待される。
持続可能性とコスト面で優位性を持つ可能性があり、日本の材料メーカーは注目すべき。

IoTセンサーのバッテリーレス化を実証：産業用モーターからの熱電発電でワイヤレス伝送41回に成功 (Silicon LogiX)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

産業用モーターの廃熱を利用した熱電発電でIoTセンサーのバッテリーレス化を実証。メンテナンスコスト削減と持続
可能性向上に貢献し、日本の製造業におけるIIoT導入を加速させる可能性が高い。

スピンホールマイクロ発振器で超低電流駆動を実現：ゼロに近い実効磁化を工学的に設計 (arXiv (Max Planck Institute for Microstructure Physics))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

スピンホールマイクロ発振器の超低電流駆動が実現され、次世代の低消費電力コンピューティングやデータストレージ
技術に貢献。日本の半導体・エレクトロニクス企業は、スピントロニクス技術への投資を検討すべき。

自己給電型ウェアラブルセンサー向け：K0.5Na0.5NbO3鉛フリー圧電複合フィルムを開発 (ResearchGate (Journal of Materials Science: Materials in
Electronics))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

鉛フリーの圧電複合フィルムが開発され、自己給電型ウェアラブルセンサーや医療用センサーへの応用が期待される。
環境規制とバッテリー寿命の課題を解決し、日本の電子部品・医療機器メーカーにとって重要。

新相変化材料偏光子が光通信を高速化：機械式回転子を不要にし熱で光の状態を切り替え (Reddit (r/science, Light: Advanced Manufacturing journal))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

相変化材料を用いた偏光子が光通信の高速化と小型化を実現。機械式部品が不要となり、データセンターや光ファイバ
ーネットワークの性能向上に寄与。日本の光通信関連企業は注目すべき技術。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;部門】パデュー大学のCo-Al合金（#07）に関する詳細論文を入手し、強度と柔軟性の両立メカニズム
を分析。自社製品への応用可能性を検討開始。

• 【調達部門】インドVimag Labs（#10）の希土類不使用EVモーター技術について情報収集。希土類磁石の代替
サプライヤーとしての評価を開始。

• 【経営企画】AIによる材料探索（#26, #09, #15,
#34）の動向を経営層に報告。R&D;戦略におけるAI導入の緊急性を議論する会議を設定。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;部門】コーネル大学の非相反偏光光技術（#03）について、日本の光通信・半導体関連企業との共同研
究の可能性を検討。ナノクラスター合成技術の専門家を招き、社内勉強会を実施。

• 【EV設計部門】Vimag LabsのVMSM技術（#10）の性能データ（トルク密度、効率、コスト）を詳細に評価し
、既存の希土類磁石モーターとの比較分析レポートを作成。

• 【材料開発部門】自己修復材料（#27, #32）の最新動向を調査し、フレキシブルエレクトロニクス、保護コー
ティング、ロボット表皮への応用可能性を評価。自社ポリマー技術との融合を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;部門】AIを活用した材料設計プラットフォームの導入計画を策定。社内データ基盤の整備とAI人材の育
成を推進し、材料探索の効率化を目指す。

• 【半導体PKG部門】DymaxのPCB補強用接着剤（#22）のような高速硬化型材料の導入を検討。AIハードウェ
アの高密度実装における生産性向上と信頼性確保のロードマップを更新。

• 【電池材料部門】中国の全固体電池標準化（#40）の動向を注視し、日本の全固体電池開発戦略に与える影響を
分析。国際標準化活動への積極的な参加を検討。

• 【エネルギー部門】高効率熱電材料（#11, #21, #38）の研究開発を強化。産業廃熱回収やIoTセンサーへの
自己給電応用を見据え、実証プロジェクトの立ち上げを検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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収録記事一覧

#01 ライス大学、希土類ネオジムと酸素の新規相互作用メカニズムを発見 - 「バスケット」分子構造
で精密制御

#02 らせん状レーザービームで分子のキラル構造を高速・高感度に識別する新手法を開発

#03 コーネル大学、半導体ナノクラスターで非相反線形偏光光を実証 - 複雑なメタマテリアル不要で
光学デバイスを革新

#04 MDPIがMXeneナノ材料の最新レビューを発表：構造-特性相関、機能設計、および新興技術にお
ける進展

#05 2次元材料、特にMXeneが次世代高性能スーパーキャパシタの電極材料として注目される

#06 ACSがBCNを金属フリーMXeneの有望な代替として提示：エネルギー貯蔵・電極触媒に新たな道

#07 パデュー大学が鋼の10倍の強度と高い柔軟性を両立する新型コバルト-アルミニウム合金を開発

#08 弾性効果が複合システムのミクロ相分離を制御：膨潤エラストマーにおける座標・運動量分布の
新知見

#09 AIが金属有機構造体（MOF）光触媒の発見を加速：従来のベンチマークを上回る新規Cr・Znベ
ースMOFを特定

#10 インドVimag Labsが希土類不使用EVモーターで5番目の特許を取得、中国依存脱却へ
「VMSM」技術を推進

#11 AgCuTe熱電材料、カチオン空孔制御でZT値1.4を達成し熱電性能・安定性を大幅向上

#12 ジョセフソン接合アレイが調整可能なメタマテリアルとして機能：マイクロ波共鳴を温度・電力
で制御

#13 LGエレクトロニクス、ベトナム新工場で抗菌材料「LG PuroTec™」の年間生産能力6,500トンに
倍増

#14 IoTセンサーのバッテリーレス化を実証：産業用モーターからの熱電発電でワイヤレス伝送41回
に成功

#15 MOF光触媒のAI駆動型発見を加速：環境修復・CO2変換向け高性能Cr/Znベース候補を特定

#16 スピンホールマイクロ発振器で超低電流駆動を実現：ゼロに近い実効磁化を工学的に設計

#17 EUプロジェクト「VIT」が損傷自己報告・自己修復・ケーブル絶縁が可能なリサイクル性ポリエ
チレン開発

#18 GH PowerとTKMS、カナダ哨戒潜水艦向けクリーンエネルギー協力を拡大：高純度アルミナと
水素を生成

#19 Volt Carbon Technologies、Northern Ore Resourcesからバーミキュライト40,000トン加工の

初の購入注文を獲得



#20 Asbury Advanced MaterialsがドイツのGraphit Kropfmühl GmbH買収を完了、グローバル事
業を拡大

#21 モリブデン多機能ドーピングがPbS熱電材料のZT値1.2を実現、変換効率を大幅向上

#22 Dymax、高度なAIハードウェア向けPCB補強用9310接着剤を発表：数秒で硬化、生産性向上に
貢献

#23 日本ペイントHDが産業用コーティング事業再編を発表：市場競争力強化と製品開発能力向上へ

#24 Hempel、塗料消費量を最大150分耐火の防火コーティング「Hempafire Optima 515」で削減

#25 自己給電型ウェアラブルセンサー向け：K0.5Na0.5NbO3鉛フリー圧電複合フィルムを開発

#26 AI材料科学スタートアップCuspAIが4億5000万ドルを調達：Nvidia、Meta、Hyundaiなどと提
携しAI Materials Foundry始動

#27 UCリバーサイドが透明・自己修復・伸縮性に優れたポリマー材料を開発：電子機器の耐久性を革
新

#28 形状記憶合金のレビューが自動車、航空宇宙、ロボット、生体医療分野でのアクチュエータ応用
を強調

#29 UCサンディエゴが量子メタマテリアルで光コンピューティングを革新：赤外光変換効率1000倍
超を達成

#30 多機能フォトニック結晶が光制御の長年の課題を克服：AR/VR、LiDAR向け高Q共振と波面整形
を両立

#31 革新的な六角形フィンで潜熱蓄熱システム効率13.25%向上：電子部品の熱管理に寄与

#32 水素結合相互作用に基づく透明な自己修復ポリウレタンエラストマー開発：電子皮膚・保護コー
ティングへ応用

#33 新相変化材料偏光子が光通信を高速化：機械式回転子を不要にし熱で光の状態を切り替え

#34 Google DeepMind、AIと量子物理学で「存在しないはずの」超伝導体を2種発見：エネルギー・
コンピューティングを革新へ

#35 米エネルギー省Geothermixプロジェクト、油井廃熱からの熱電発電セル試験に成功：低温廃熱
を電力に変換

#36 Auerhammer Metallwerk、センサー技術向け超薄金属箔など高度に専門化された材料ソリュー
ション提供

#37 身体熱ハーベスティング向け高性能フレキシブル熱電発電機開発：穿孔フィンと銅カプセル化ポ
リイミドで乱流を強化

#38 日本のJ-StageがMg2(Si,Sn)熱電発電モジュールでZT値1.2を報告：中間温度域で高効率化

#39 英国、核分裂材料ロードマップ中間報告書で先進材料が次世代原子炉の安全性・効率性・弾力性
の鍵と明示



#40 中国、GB/T 43568-2026標準施行で全固体電池の化学的定義を明確化、大手企業は半固体電池
の百トン級生産ラインを構築

#41 パデュー大学、高強度鋼の最大10倍の強度と高い柔軟性を持つコバルト-アルミニウム合金を開

発



#01 ライス大学、希土類ネオジムと酸素の新規相互作用メ
カニズムを発見 - 「バスケット」分子構造で精密制御

概要

ライス大学の化学者たちは、希土類金属であるネオジムと酸素を相互作用させる革新
的な手法を発見しました。彼らは「バスケット」と呼ばれる特殊な分子構造を設計
し、原子を精密に配置することで、ネオジムと酸素の新たな結合を形成させることに

成功しました。このブレークスルーは、これまで困難とされてきた希土類元素の化学
的挙動を制御する可能性を広げ、触媒や先端材料開発に新たな道を開くものです。

公開日 2026年07月29日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

ライス大学の研究チームは、希土類元素の一つであるネオジムと酸素の間に、これまで
にない相互作用を誘発する新しい化学的アプローチを確立しました。彼らは、「バスケ
ット」と名付けられた独自の分子構造を設計し、この構造内でネオジム原子を囲むよう
に配置することで、酸素との間の結合形成を精密に制御することに成功しました。この
発見は、希土類化学の基本理解を深めるとともに、その応用可能性を大きく広げるもの
です。

技術・臨床詳細

「バスケット」分子構造: 研究チームは、ネオジム原子を閉じ込めるための、ケージ
状の有機分子構造を合成しました。この「バスケット」は、ネオジム原子の周囲の電
子環境を微調整し、通常では難しい酸素との特定の反応経路を可能にします。

新規結合形成メカニズム: この分子設計により、ネオジムと酸素が予測可能な方法で
相互作用し、安定した錯体を形成できることが示されました。これは、希土類元素が
通常示す結合様式とは異なり、その反応性を外部から制御する新たな手段を提供しま
す。

精密な原子配置: 「バスケット」構造が、ネオジム原子の立体配置と電子密度を正確
に制御することで、これまで困難であった選択的な化学反応の実現に貢献していま
す。

背景・業界文脈

希土類元素は、永久磁石、触媒、発光材料など、現代のハイテク産業に不可欠な戦略的
材料ですが、その化学的特性は複雑で、特定の反応を制御することが難しいとされてい
ます。特にネオジムは、強力な永久磁石であるネオジム磁石の主要成分であり、EVモー
ターや風力発電機などに広く利用されています。しかし、その供給は地政学的リスクを
伴うため、代替技術やより効率的な利用法の開発が求められています。今回の研究は、
希土類元素の新たな化学的探求を通じて、その利用効率の向上や、全く新しい機能性材
料の開発につながる可能性を秘めています。



今後の展望

この新規相互作用メカニズムの発見は、希土類元素を用いた触媒の設計、磁性材料の最
適化、または発光材料の効率向上に道を拓く可能性があります。将来的には、より少な
い希土類資源で同等以上の性能を持つ材料を開発したり、既存の希土類材料の機能を拡
張したりする研究へと発展することが期待されます。これにより、希土類材料の供給リ
スク低減と持続可能な利用に貢献し、関連産業に大きな影響を与える可能性がありま
す。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260729051524.htm

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260729051524.htm


#02 らせん状レーザービームで分子のキラル構造を高速・
高感度に識別する新手法を開発

概要

科学者たちは、分子の左右の立体構造（キラリティ）を区別する、ねじれた（らせん
状の）レーザービームを用いた新しい分子識別技術を開発しました。この技術は、生
成される分子フラグメントの特性を通じて分子を識別することを可能にし、既存の方

法と比較して、より速く、よりシンプルで、かつ高感度な分析アプローチを提供しま
す。この画期的な進歩は、医薬品開発、材料科学、生物学的研究など、精密な分子分
析が不可欠な多様な分野に大きな影響をもたらす可能性があります。

公開日 2026年07月28日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

研究者たちは、分子のキラリティ（左右非対称性）を特異的に識別できる、革新的な
「ねじれた（らせん状）レーザービーム」技術を開発しました。この新手法は、右巻き
と左巻きの分子とで異なる相互作用を引き起こすレーザー光を利用し、分子が分解され
る際に生成されるフラグメントの特性から、その立体構造をかつてない速度と感度で特
定することを可能にします。これにより、分子分析の精度と効率が飛躍的に向上し、多
くの科学技術分野に貢献することが期待されます。

技術・臨床詳細

ねじれたレーザービームの原理: 開発されたレーザービームは、光の軌道角運動量
（OAM）を利用して、らせん状の波面を持つ光を作り出します。この特殊な光は、
対象分子のキラルな構造と特定の相互作用をするため、分子が吸収・散乱・分解され
るパターンに、そのキラリティを反映させることができます。

フラグメントに基づく識別: 分子がねじれたレーザービームによって分解されると、
生成されるフラグメントは元の分子のキラリティに応じた特定のエネルギー分布や運
動量分布を持ちます。このフラグメントを高速かつ高感度で検出・分析することで、
元の分子の立体構造を迅速に識別します。従来は複雑な分光法やクロマトグラフィー
を要しましたが、この新技術はより直接的かつ簡便な分析経路を提供します。

高感度・高速分析: 従来のキラル識別法と比較して、この手法は分析時間を大幅に短
縮し、微量サンプルからの検出感度を向上させます。これにより、複雑な混合物中の
特定のキラル分子を、より効率的に検出・定量することが可能となります。

背景・業界文脈

分子のキラリティは、医薬品の有効性や副作用、香料の匂い、農薬の毒性、そして生体
分子の機能に深く関わる重要な特性です。例えば、薬物の有効成分には特定のキラリテ
ィを持つ異性体のみが効果的である場合が多く、誤ったキラリティの異性体は無効であ
ったり、有害な副作用を引き起こしたりする可能性があります。そのため、医薬品開
発、品質管理、食品科学、環境分析など、幅広い分野でキラル分子を正確に識別する技
術が強く求められています。現在のキラル分析法は高価で時間がかかり、サンプル量も
多く必要となることが多いのが現状です。



今後の展望

このねじれたレーザービームを用いた分子識別技術は、医薬品のハイスループットスク
リーニング、精密医療におけるバイオマーカーの検出、新材料の品質管理、さらには宇
宙生物学における生命の起源の研究など、多岐にわたる応用が期待されます。特に、そ
の速度と感度の高さから、現場での迅速な分析（point-of-care diagnostics）や、リアル
タイムでのプロセス監視への応用が進むと見られます。この技術は、キラル科学研究の
フロンティアを拡大し、社会の様々な課題解決に貢献する可能性を秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#03 コーネル大学、半導体ナノクラスターで非相反線形偏
光光を実証 - 複雑なメタマテリアル不要で光学デバイスを
革新

概要

コーネル大学のRichard Robinson教授らは、半導体ナノクラスターを用いて、非相反

な線形偏光光の振る舞いを初めて実証しました。この画期的な発見は、複雑なメタマ
テリアルや強力な磁場を用いることなく、光が進行方向によって異なる偏光特性を示
すことを意味します。この技術は、キラル-線形光学干渉というメカニズムを利用して

おり、光通信、光学センシング、量子情報処理など、広範な光学デバイスの設計に革
命をもたらす可能性があります。

公開日 2026年07月29日  Cornell University (citing Nature Materials)  アメリカ



詳細

主要成果

コーネル大学のRichard Robinson教授らの研究グループは、シンプルな半導体ナノクラ
スターを利用して、非相反な線形偏光光の振る舞いを世界で初めて実証しました。この
画期的な研究は「Nature Materials」誌に発表され、複雑なメタマテリアルや強力な外
部磁場を用いることなく、光の進行方向に応じて偏光の吸収・放出特性が非対称に変化
するという、光学における新たなパラダイムを提示しています。この発見は、光ダイオ
ードや光アイソレータなど、次世代の光電子デバイスの設計に大きな影響を与える可能
性があります。

技術・臨床詳細

非相反光学: 通常、光の伝播は相反的であり、光がある経路を通過する特性は、逆方
向に通過する特性と同じです。しかし、非相反光学では、光の進行方向によって特性
が変化します。従来、これは磁場や複雑な構造を持つメタマテリアルによって達成さ
れていましたが、今回の研究ではシンプルな半導体ナノクラスターで実現されまし
た。

キラル-線形光学干渉: この現象の鍵となるのは、半導体ナノクラスター内部でのキラ
ル-線形光学干渉です。ナノクラスターの構造が、光の偏光と相互作用する際に、入
射光の進行方向によって異なる応答を引き起こします。これにより、前方から入射し
た線形偏光光と後方から入射した線形偏光光とで、異なる吸収率や放出率を示すこと
が可能となります。

シンプルな材料設計: このアプローチの最大の利点は、従来の非相反光学デバイスに
必要とされた複雑な多層構造や巨大な外部磁石が不要である点です。シンプルな材料
構成で非相反性を実現することで、デバイスの小型化、製造コストの削減、および新
たな機能統合の可能性が開かれます。



背景・業界文脈

非相反光学は、光が一方の方向には伝播するが逆方向には伝播しない、または異なる特
性を示すデバイス（光アイソレータ、光ダイオード、サーキュレータなど）の基盤技術
です。これらのデバイスは、光通信システムにおいて信号の安定性を確保し、レーザー
システムで不要な反射を防ぐために不可欠です。しかし、既存の非相反デバイスは、し
ばしば磁気光学効果を利用するため、大型の磁石が必要であったり、材料の選択肢が限
られたりするという課題がありました。今回の発見は、これらの制約を克服し、より高
性能で多様な応用が可能な非相反デバイスの道を開くものです。今後の展望

このシンプルな半導体ナノクラスターに基づく非相反光学技術は、次世代の光通信シス
テムにおいて、より小型で効率的な光アイソレータや光スイッチの開発を加速するでし
ょう。また、高感度な光学センサー、量子情報処理における光子制御、さらには医療診
断やバイオイメージングといった分野での新しい応用も期待されます。磁場不要な特性
は、マイクロエレクトロニクスとの統合を容易にし、新たな集積光学回路の実現にも寄
与すると考えられます。これにより、光学技術の新たなフロンティアが拓かれ、産業界
に大きな変革をもたらす可能性を秘めています。

元記事: https://news.cornell.edu/stories/2026/07/researchers-break-light-symmetry-simple-materials

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.cornell.edu/stories/2026/07/researchers-break-light-symmetry-simple-materials


#04 MDPIがMXeneナノ材料の最新レビューを発表：構
造-特性相関、機能設計、および新興技術における進展

概要

MDPIは、高電気伝導性、親水性、機械的柔軟性など優れた特性を持つ2次元ナノ材料
MXeneに関する包括的なレビュー論文を発表しました。このレビューでは、MXeneの
元素組成、層厚、表面終端を精密に調整することで、その特性を自由に設計できるこ

とが示されています。エネルギー貯蔵、電極触媒、スマート機能デバイスなど多岐に
わたる応用が議論されており、MXeneの性能を最適化するための機能化と複合材料工
学における最新の進歩が詳細に分析されています。

公開日 2026年07月31日  MDPI (Nanomaterials)  スイス



詳細

主要成果

MDPIが発行した最新のレビュー論文は、高電気伝導性、親水性、機械的柔軟性などの
優れた特性を持つ2次元ナノ材料MXeneの急速な進化を包括的に概説しています。この
レビューは、MXeneの元素組成、層厚、および表面終端基を精密に調整することで、そ
の構造-特性相関を最適化し、多様な機能設計を可能にする最新の技術動向を強調して
います。特に、エネルギー貯蔵、電極触媒、スマート機能デバイスといった最先端技術
への応用におけるMXeneの潜在能力が深く掘り下げられています。

技術・臨床詳細

MXeneの特性: MXeneは、遷移金属炭化物、窒化物、または炭窒化物からなる2次元
（2D）材料で、グラフェンに匹敵する高い電気伝導性、優れた機械的柔軟性、そし
て高い表面積を持つことが特徴です。また、親水性であるため水系分散が容易であ
り、ウェットプロセスでの加工に適しています。

構造-特性相関と機能設計: レビューでは、MXeneの化学的組成（例: Ti3C2、Ti2C）、
層の数、そして表面に結合する終端基（例: -OH, -O, -F）が、その電気的、機械的、
化学的特性にどのように影響を与えるかが詳細に分析されています。これらの要素を
制御することで、特定の応用（例: 超高速充放電を要するスーパーキャパシタ、高効
率な水素発生触媒）に最適なMXeneを「設計」することが可能です。

機能化と複合材料工学: MXeneの機能をさらに拡張するために、ポリマー、金属ナノ
粒子、他の2D材料などとの複合化戦略が紹介されています。これにより、MXene単
独では達成できない新たな特性や相乗効果が生まれ、例えば、フレキシブルエレクト
ロニクスやウェアラブルセンサーなどへの応用が期待されます。



背景・業界文脈

2次元材料は、そのユニークな物理化学的特性により、次世代の材料科学において大き
な注目を集めています。特にMXeneは、その優れた導電性と調整可能性から、グラフェ
ンに次ぐ有望な材料として急速に研究が進んでいます。エネルギー分野では、電気自動
車のバッテリー性能向上や持続可能なエネルギー変換システムの開発に貢献する可能性
があり、エレクトロニクス分野では、フレキシブルディスプレイ、ウェアラブルセンサ
ー、IoTデバイスの実現に不可欠な基盤材料となることが期待されています。MXeneの
研究開発は、世界中の多くの研究機関や企業で加速しており、その実用化に向けた動き
が活発化しています。今後の展望

本レビューは、MXene研究の現状と将来の方向性を示す重要なマイルストーンとなりま
す。機能設計の原則と複合材料工学の進歩は、MXeneがエネルギー、エレクトロニク
ス、医療など多岐にわたる分野で革新的なソリューションを提供する可能性を強化しま
す。将来的には、AIを用いた材料設計とハイスループットスクリーニングにより、さら
に高性能かつ安定性の高いMXeneベースのデバイスが実現されることが期待されます。
これにより、MXeneは持続可能な社会を支える基幹材料としての地位を確立するでしょ
う。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-4991/16/15/945

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-4991/16/15/945


#05 2次元材料、特にMXeneが次世代高性能スーパーキャ
パシタの電極材料として注目される

概要

IntechOpenに掲載されたレビュー記事は、MXeneを含む2次元（2D）材料が、次世代
高性能スーパーキャパシタの電極材料として極めて有望であることを強調していま
す。これらの材料は、高い比表面積、優れた電気伝導性、調整可能な表面化学といっ

た独自の特性を持ち、電気化学的性能を飛躍的に向上させます。特にMXeneの金属的
な電気伝導性と層状形態は、高出力密度と効率的なイオン拡散に貢献し、エネルギー
貯蔵技術のブレークスルーを可能にするとしています。

公開日 2026年07月30日  IntechOpen  クロアチア



詳細

主要成果

IntechOpenから発表されたレビュー論文は、グラフェン、遷移金属ジカルコゲナイド、
そして特にMXeneを含む2次元（2D）材料が、次世代の高性能スーパーキャパシタの電
極材料として極めて高い潜在能力を持つことを詳細に分析しています。これらの2D材料
は、その特異な構造的、電気的、および表面特性によって、スーパーキャパシタの電気
化学的性能を大幅に向上させることが可能であることが強調されています。この進展
は、高出力密度と長寿命を特徴とするエネルギー貯蔵デバイスの開発を加速させる上で
重要です。

技術・臨床詳細

2D材料の優位性: スーパーキャパシタの性能は、電極材料の特性に大きく依存しま
す。2D材料は、以下の点で特に優れています:

高い比表面積: イオン吸着のための広大な界面を提供し、電荷貯蔵能力を向上させ
ます。

優れた電気伝導性: 迅速な電子移動を可能にし、高出力密度を実現します。

調整可能な表面化学: 表面官能基を導入することで、イオンの吸脱着速度や選択性
を最適化できます。

MXeneの具体的な貢献: MXeneは、その金属的な電気伝導性と、層間にイオンが効率
的に拡散できる層状構造により、スーパーキャパシタにとって理想的な材料です。こ
れらの特性は、他の2D材料と比較して、特に高出力密度と高速な充放電サイクルを
実現する上で有利であると評価されています。例えば、特定のMXeneは数秒で完全
に充電・放電できる性能を示しています。

電気化学的性能の向上: 2D材料を電極として用いることで、従来材料に比べて数倍の
比容量やエネルギー密度、そして数万サイクルに及ぶ高いサイクル安定性が達成され
ています。これは、電気自動車の回生ブレーキシステムやポータブル電子機器の急速
充電機能など、様々な応用で競争優位性をもたらします。



背景・業界文脈

スーパーキャパシタは、急速な充放電速度、高い出力密度、および長いサイクル寿命と
いう点で、従来の電池技術を補完する重要なエネルギー貯蔵デバイスです。電気自動
車、ハイブリッド車、再生可能エネルギーシステムのグリッド安定化、およびポータブ
ル電子機器の分野で需要が拡大しています。しかし、既存のスーパーキャパシタはエネ
ルギー密度が低いという課題があり、これを克服するために、より高性能な電極材料の
開発が喫緊の課題となっています。2D材料、特にMXeneの登場は、この課題に対する
有望な解決策として、業界から大きな期待が寄せられています。今後の展望

2D材料、特にMXeneに基づくスーパーキャパシタの研究は、今後も急速に進展すると
予測されます。さらなる材料設計の最適化、複合材料の開発、および大規模製造技術の
確立が焦点となるでしょう。これらの進歩は、電気自動車の航続距離と充電時間の改
善、スマートグリッドの効率化、そしてフレキシブル・ウェアラブル電子デバイスの普
及を加速させる可能性があります。将来的には、これらの高性能スーパーキャパシタ
が、持続可能なエネルギーインフラの構築に不可欠な要素となると期待されます。

元記事: https://www.intechopen.com/online-first/1254623

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.intechopen.com/online-first/1254623


#06 ACSがBCNを金属フリーMXeneの有望な代替として
提示：エネルギー貯蔵・電極触媒に新たな道

概要

ACS Publicationsは、ボロンカーボンナイトライド（BCN）が金属フリーMXeneの有望
な代替となる可能性を探る展望記事を発表しました。この研究は、金属に依存しない
機能性を提供する2次元材料科学における重要な進歩を示唆しています。化学気相成長

法や熱分解などの合成戦略が議論され、MXeneとBCNの間の構造的および電子的類似
性が強調されています。この新しい種類の材料は、特にエネルギー貯蔵および電極触
媒への応用において、現在の課題を克服し、将来の技術革新を推進する可能性を秘め

ています。

公開日 2026年07月23日  Accounts of Materials Research - ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

「Accounts of Materials Research」誌に掲載された展望記事は、ボロンカーボンナイト
ライド（BCN）が、既存のMXene材料に代わる「金属フリー」の2次元（2D）材料とし
て極めて有望であることを提唱しています。この概念は、金属元素に依存しない新たな
機能性材料の設計を可能にし、2D材料科学における重要なブレークスルーを意味しま
す。BCNが持つ独自の構造的・電子的特徴が、エネルギー貯蔵や電極触媒といった分野
で革新的な応用をもたらす可能性が詳細に議論されています。

技術・臨床詳細

金属フリーMXeneの概念: 従来のMXeneは遷移金属（Ti, Nbなど）を含みますが、
BCNはホウ素、炭素、窒素のみで構成され、金属を含まない2D層状構造を持ちま
す。これにより、金属汚染のリスクを低減し、より持続可能で環境に優しい材料開発
の道を開きます。

合成戦略: BCNの合成には、主に化学気相成長法（CVD）や熱分解法が用いられま
す。これらの技術は、BCNの組成、層厚、結晶性を精密に制御し、特定の応用要件に
合わせた材料を作製するために不可欠です。例えば、炭素含有量の調整により、導電
性や半導体特性をチューニングできる可能性があります。

MXeneとの類似点と相違点: BCNは、層状構造、高い比表面積、表面官能基の導入可
能性など、MXeneと多くの類似点を持ちます。しかし、金属を含まないため、電気
陰性度やバンドギャップ特性においてMXeneとは異なる特徴を示し、これが独自の
化学的安定性や触媒活性に繋がる可能性があります。特に、電極触媒としてのBCN
は、貴金属触媒の代替としての期待が高まっています。

背景・業界文脈

MXeneは、その優れた電気伝導性、機械的強度、親水性により、エネルギー貯蔵や触媒
分野で大きな注目を集めています。しかし、金属元素のコスト、供給の不確実性、およ
び特定の応用における金属イオンの溶出といった課題が存在します。金属フリーの2D材
料であるBCNは、これらの課題を克服する可能性を秘めており、特に電気自動車用バッ
テリーや燃料電池、水分解触媒など、クリーンエネルギー技術への応用において大きな
期待が寄せられています。地球規模での持続可能性が重視される中、金属フリー材料の
開発は、研究開発の最優先事項の一つとなっています。



今後の展望

本展望記事は、BCNが次世代の高性能材料としての地位を確立するためのロードマップ
を提供します。今後、合成プロセスのさらなる最適化、BCNの安定性向上、そして多様
な機能性デバイスへの統合に関する研究が加速するでしょう。特に、AIを用いた材料設
計とハイスループットスクリーニング技術を活用することで、BCNの特性をより効率的
に探索し、エネルギー貯蔵や電極触媒の分野における実用化を早めることが期待されま
す。この新しい材料は、持続可能な社会の実現に向けた重要な貢献を果たす可能性を秘
めています。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/accountsmr.6c00144

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/accountsmr.6c00144


#07 パデュー大学が鋼の10倍の強度と高い柔軟性を両立
する新型コバルト-アルミニウム合金を開発

概要

パデュー大学のエンジニアは、高強度構造鋼の6〜10倍もの降伏強度を達成しつつ、室
温で驚くほどの柔軟性を維持する新型コバルト-アルミニウム金属間化合物合金を開発
しました。この画期的な材料は、ナノスケール設計によってその特性が実現されてお

り、航空宇宙、エネルギーシステム、防衛技術におけるタービンブレードやエンジン
の劇的な性能向上に貢献する可能性があります。これは、材料科学における長年のト
レードオフを克服する重要な進歩です。

公開日 2026年07月31日  ScienceDaily (citing Purdue University)  アメリカ



詳細

主要成果

パデュー大学のエンジニアリングチームは、従来の高強度構造鋼の6～10倍に相当する
優れた降伏強度と、室温での高い柔軟性を驚くべき形で両立させた新型コバルト-アル
ミニウム金属間化合物合金の開発に成功しました。この革新的な材料は、ナノスケール
での精密な組織設計を通じてその特性が実現されており、航空宇宙、エネルギーシステ
ム、防衛技術といった過酷な環境下で使用される部品の性能を劇的に向上させる可能性
を秘めています。この発見は、強度と延性の間の長年のトレードオフを克服する重要な
ブレークスルーです。

技術・臨床詳細

比類のない強度と柔軟性の両立: 開発されたコバルト-アルミニウム合金は、一般的な
構造鋼の降伏強度（材料が永久に変形し始める点）を最大で10倍上回ります。同時
に、この材料は室温で顕著な塑性変形能力、すなわち柔軟性を示し、脆性破壊のリス
クを低減します。この両立は、これまでの高強度金属材料では極めて困難とされてき
ました。

ナノスケール設計の秘密: この特異な特性は、合金の微細構造をナノスケールで精密
に制御することによって達成されています。研究者たちは、特定の組成比と熱処理プ
ロセスを通じて、材料内に均一なナノサイズの結晶粒と特定の界面構造を形成させま
した。これにより、応力が加わった際に転位の運動を効果的に抑制しつつ、亀裂の伝
播を遅らせるメカニズムが導入されています。

コバルト-アルミニウム金属間化合物: この材料は、単一の元素ではなく、コバルトと
アルミニウムが特定の比率で結合した金属間化合物であり、原子レベルでの規則的な
配列が特徴です。この規則性が、高い弾性率と硬度に寄与し、さらにナノ構造との組
み合わせで、卓越した機械的性能を発揮します。



背景・業界文脈

航空宇宙産業やエネルギー産業、防衛産業では、軽量で非常に高い強度と耐熱性、さら
に疲労特性が求められる材料が常に必要とされています。例えば、ジェットエンジンの
タービンブレードや宇宙船の構造部品、発電所の高温部品などは、極限環境下で運用さ
れるため、材料の限界がシステムの性能を直接左右します。従来の材料は、高強度を得
ると脆くなるという課題があり、設計の制約となっていました。今回の新合金は、この
長年の課題に対する画期的な解決策を提供し、より高性能で安全、かつ長寿命の部品開
発を可能にするものです。今後の展望

この新型コバルト-アルミニウム合金は、航空宇宙分野における次世代エンジンや宇宙
構造物、エネルギー分野での効率的な発電タービン、そして防衛技術における軽量・高
耐久性部品など、多岐にわたる応用が期待されます。今後、製造プロセスのスケールア
ップ、長期信頼性の評価、およびコスト効率の最適化が焦点となるでしょう。この材料
が実用化されれば、産業界における材料選択のパラダイムを大きく変え、より高性能な
製品開発を可能にすることで、広範な経済的・技術的メリットをもたらすことが予想さ
れます。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260731034131.htm

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260731034131.htm


#08 弾性効果が複合システムのミクロ相分離を制御：膨潤
エラストマーにおける座標・運動量分布の新知見

概要

arXivに掲載されたプレプリントは、ソフト凝縮系物質の分野において、小さな複合シ
ステムにおける座標分布と運動量分布の挙動に関する新たな知見を提供しています。
特に、弾性が物理システムの相分離をどのように制御するか、そして不適合性から生

じる膨潤したエラストマーにおけるミクロ相分離に対する弾性効果が強調されていま
す。この研究は、ゴムやゲルなどの軟らかい材料の設計と機能理解に重要な影響を与
える可能性があります。

公開日 2026年07月31日  arXiv (cond-mat.soft)  不明



詳細

主要成果

arXivに公開された最新のプレプリント論文は、ソフト凝縮系物質の領域において、小さ
な複合システムが示す座標分布と運動量分布に関する重要な洞察を提供しています。こ
の研究の核心は、材料の弾性がどのように相分離プロセスを根本的に制御するのかを明
らかにした点にあります。特に、膨潤したエラストマー（ゴム状高分子）における成分
間の不適合性から生じるミクロ相分離に対する弾性効果が詳細に分析されており、これ
らの軟らかい材料の構造形成メカニズムの理解を深めるものです。

技術・臨床詳細

複合システムの定義: 本研究における「小さな複合システム」とは、高分子鎖やコロ
イド粒子などが混在する、複数の成分からなる微小な系を指します。これらの系で
は、成分間の相互作用や外部環境（温度、溶媒）によって、自己組織化的に構造が形
成されます。

相分離の弾性制御: 多くの複合材料では、複数の成分が均一に混ざらず、異なる相に
分離する「相分離」現象が起こります。この研究は、特にエラストマーのような弾性
を持つ材料において、その弾性特性が相分離のパターンやスケールにどのように影響
を与えるかを明らかにしました。例えば、弾性的な応力が相界面に作用し、ミクロ相
分離の形態（例: ラメラ構造、球状構造）や周期を決定する重要な因子となることが
示されています。

膨潤エラストマーにおけるミクロ相分離: 膨潤エラストマーは、溶媒を吸収して体積
が膨張したゴム状の材料です。この研究では、エラストマーネットワークとそこに導
入された別の高分子成分との間の「不適合性」（相溶性の悪さ）がミクロ相分離を引
き起こす際に、エラストマー自体の弾性的な反発力がどのようにこのプロセスを微調
整するかを探求しました。これは、既存の熱力学的モデルだけでは説明できない複雑
な挙動を解明するものです。



背景・業界文脈

ソフト凝縮系物質は、食品、化粧品、医療材料、スマートマテリアルなど、私たちの日
常生活や産業に不可欠な多岐にわたる製品に応用されています。これらの材料の性能
は、その内部の微細構造、特にミクロ相分離によって大きく左右されます。例えば、特
定の相分離構造を持つ材料は、選択的な物質透過膜、高機能な吸着剤、あるいは自己修
復材料として機能する可能性があります。弾性体が相分離を制御するというこの新しい
理解は、高分子ブレンド、ブロックコポリマー、ゲルなどの精密な設計を可能にし、よ
り高度な機能を持つ軟らかい材料の開発を加速させるでしょう。今後の展望

この研究で得られた知見は、軟らかい材料の設計原理を再構築する上で重要な基礎とな
ります。将来的には、弾性制御を意識した新しいタイプのスマートゲルや、特定の刺激
に応答して構造を変化させる高分子アクチュエータの開発につながることが期待されま
す。また、生体材料やバイオミメティック材料の分野においても、細胞内外の微細な構
造形成メカニズムを理解し、人工組織やドラッグデリバリーシステムの設計に役立つ可
能性があります。計算科学と実験のさらなる連携により、複雑な複合システムの挙動予
測精度が向上し、革新的な軟らかい材料の実用化が加速すると考えられます。

元記事: https://arxiv.org/abs/2607.12345

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2607.12345


#09 AIが金属有機構造体（MOF）光触媒の発見を加速：
従来のベンチマークを上回る新規Cr・ZnベースMOFを特
定

概要

arXivに掲載されたプレプリントは、人工知能（AI）を駆使した、金属有機構造体

（MOF）光触媒の合理的設計のための統合フレームワークを提示しています。このフ
レームワークは、強化学習に基づくMOF生成と多段階Crystal Graph Convolutional

Neural Network（CGCNN）予測ファネルを組み合わせることで、複数の電子的および

構造的特徴にわたる最適化を実現しました。その結果、従来のベンチマーク材料と比
較して大幅に高い予測光触媒活性を持つ新規なクロム（Cr）ベースおよび亜鉛（Zn）
ベースのMOFが特定され、光触媒材料の発見プロセスを劇的に加速させるものです。

公開日 2026年07月31日  arXiv (cond-mat.mtrl-sci)  不明



詳細

主要成果

arXivに発表された最新のプレプリント論文は、人工知能（AI）を活用して金属有機構造
体（MOF）ベースの光触媒を合理的に設計するための、革新的な統合機械学習フレーム
ワークを提示しています。このフレームワークは、複数の電子的および構造的特徴にわ
たる最適化を可能にし、従来のベンチマーク材料と比較して大幅に高い予測光触媒活性
を持つ新規なクロム（Cr）ベースおよび亜鉛（Zn）ベースのMOFを特定することに成功
しました。これは、光触媒材料の発見と開発プロセスを劇的に加速するブレークスルー
であり、持続可能なエネルギー生産や環境浄化技術に大きな影響を与える可能性があり
ます。

技術・臨床詳細

統合機械学習フレームワーク: このフレームワークは、以下の二つの主要コンポーネ
ントを統合しています。

強化学習に基づくMOF生成: 強化学習アルゴリズムが、特定の設計目標（例: 高い
光触媒活性）に基づいて、新規MOFの構造を自律的に生成・探索します。これに
より、従来の試行錯誤的な合成アプローチでは発見が困難だった、多様で複雑な
MOF構造を効率的に生成できます。

多段階Crystal Graph Convolutional Neural Network（CGCNN）予測ファネル:

生成されたMOF候補の光触媒活性を、CGCNNベースの予測モデルで評価します。
この多段階ファネルは、初期段階で多数の候補を迅速にスクリーニングし、最終
段階で最も有望な候補を精密に評価することで、効率的な探索を実現します。

複数の特徴に基づく最適化: フレームワークは、MOFの電子的特性（例: バンドギャ
ップ、電荷キャリア移動度）と構造的特性（例: 細孔構造、表面積、安定性）の両方
を考慮して最適化を行います。これにより、光吸収、電荷分離、反応サイトへの物質
輸送といった光触媒反応の各段階で最適な性能を発揮するMOFを設計します。

新規MOFの特定: ベンチマーク材料と比較して、太陽光スペクトル下での水分解や
CO2還元などの光触媒反応において、著しく高い効率を示すと予測される新規Crベー
スおよびZnベースのMOFが特定されました。これらのMOFは、今後の実験的検証と
応用開発の有力な候補となります。



背景・業界文脈

光触媒は、太陽光エネルギーを利用して水を水素と酸素に分解したり、二酸化炭素を価
値ある化学物質に変換したり、有害物質を分解したりする環境に優しい技術として大き
な期待を集めています。金属有機構造体（MOF）は、その調整可能な細孔構造、高い表
面積、および多様な組成可能性から、次世代光触媒の有望な候補とされています。しか
し、MOFの構造空間は膨大であり、実験のみで最適な光触媒を発見することは極めて困
難でした。AIと機械学習の活用は、この探索空間を効率的にナビゲートし、画期的な材
料の発見を加速する上で不可欠なツールとなっています。今後の展望

このAI駆動型フレームワークは、MOF光触媒の発見を加速するだけでなく、他の機能性
材料（例: バッテリー材料、センサー材料）の設計にも応用できる汎用性を持つと期待
されます。将来的には、この種のAIプラットフォームが、材料科学における研究開発の
標準的なツールとなり、実験と計算、AIが密接に連携する「自律型ラボ」の実現をさら
に推進するでしょう。これにより、持続可能な社会の実現に不可欠な、より効率的で高
性能なクリーンエネルギー技術の発展が加速されると考えられます。

元記事: https://arxiv.org/abs/2607.14197

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2607.14197


#10 インドVimag Labsが希土類不使用EVモーターで5番
目の特許を取得、中国依存脱却へ「VMSM」技術を推進

概要

インドのスタートアップVimag Labsは、希土類を使用しない電気モーター技術で5つ目
の特許を取得し、電気自動車（EV）モーター部品における中国への依存を打破する戦
略を強化しています。同社の「バーチャルマグネット同期モーター」（VMSM）プラ

ットフォームは、従来の永久磁石をソフトウェア定義の磁場に置き換えることで、希
土類材料なしで同等以上の性能を実現。現在、二輪車および乗用車メーカーとパイロ
ットプロジェクトを実施しており、産業システムへの商用化を目指しています。

公開日 2026年07月23日  newmobility.news, motorindia  インド



詳細

主要成果

インドのVimag Labs社は、希土類元素を一切使用しない革新的な電気モーター技術にお
いて、5番目の特許取得を発表しました。この画期的な進展は、電気自動車（EV）モー
ター産業において中国が優位性を持つ希土類磁石への依存を低減し、持続可能かつ地政
学的リスクの少ないサプライチェーンを構築するための重要な一歩となります。同社の
「バーチャルマグネット同期モーター」（VMSM）プラットフォームは、ソフトウェア
によって磁場を制御することで、従来の永久磁石モーターと同等かそれ以上の性能を、
希土類材料なしで実現することに成功しました。

技術・臨床詳細

バーチャルマグネット同期モーター（VMSM）: VMSMは、物理的な永久磁石を使用
せず、ソフトウェアで制御される電磁場を生成してモーターを駆動する技術です。こ
れにより、ネオジムやジスプロシウムといった高価で供給リスクのある希土類金属を
完全に排除できます。

性能と効率: Vimag Labsは、VMSMプラットフォームが希土類永久磁石モーターに匹
敵するか、あるいは特定の条件下ではそれを上回るトルク密度、出力、および効率を
実現できると主張しています。ソフトウェアによる磁場制御は、モーターの運転条件
に応じて動的に最適化が可能であり、高い柔軟性と適応性を提供します。

パイロットプロジェクトと商用化: 同社は現在、インド国内の二輪車および乗用車メ
ーカーと共同でパイロットプロジェクトを実施しており、実証段階に入っています。
将来的には、これらの自動車用途だけでなく、産業用機械、ロボット、家電製品な
ど、広範な産業システムへの商用化を目指しています。

背景・業界文脈

世界の電気モーター市場、特にEVセクターでは、高性能永久磁石の需要が急速に高まっ
ています。これらの磁石の製造には、中国が世界の生産量の大部分を占める希土類元素
が不可欠であり、供給の不安定性や価格変動、環境負荷が懸念されています。このよう
な背景から、各国政府や自動車メーカーは、希土類に依存しないモーター技術の開発を
戦略的な優先事項としています。Vimag Labsの技術は、この課題に対する有望な解決策
として、業界全体から注目を集めており、サプライチェーンの多様化と持続可能性に大
きく貢献する可能性を秘めています。今後の展望



Vimag Labsの希土類不使用モーター技術は、EV市場だけでなく、再生可能エネルギー発
電（風力タービンなど）、産業用ロボット、ドローンなど、幅広い分野での応用が期待
されます。今後、量産化技術の確立とコスト競争力の強化が焦点となるでしょう。この
技術が広く採用されれば、希土類資源への依存を世界的に低減し、より安定した材料サ
プライチェーンを構築することに貢献します。これは、持続可能なモビリティと産業の
未来を形作る上で、極めて重要な技術革新となるでしょう。

元記事: https://newmobility.news/en/2026/07/23/indian-startup-claims-rare-earth-free-electric-motor-

breakthrough/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://newmobility.news/en/2026/07/23/indian-startup-claims-rare-earth-free-electric-motor-breakthrough/
https://newmobility.news/en/2026/07/23/indian-startup-claims-rare-earth-free-electric-motor-breakthrough/


#11 AgCuTe熱電材料、カチオン空孔制御でZT値1.4を達
成し熱電性能・安定性を大幅向上

概要

「ACS Applied Energy Materials」誌に掲載された研究は、AgCuTe熱電材料のカチオン
空孔を精密に制御することで、その熱電性能と熱安定性が大幅に向上することを実証
しました。作製された(AgCu)xTe化合物は、効果的なキャリア制御によりゼーベック係

数の増加と熱伝導率の低下を両立。これにより、737 KでピークZT値1.4、523 Kから
737 Kの範囲で平均ZT値1.29という優れた熱電変換効率を達成し、同時に高い熱安定性
も示しました。

公開日 2026年07月23日  ACS Applied Energy Materials  アメリカ



詳細

主要成果

「ACS Applied Energy Materials」誌に発表された画期的な研究は、AgCuTe（銀銅テル
ル）系熱電材料において、カチオン空孔の精密な制御が熱電性能と熱安定性の両方を劇
的に向上させることを実証しました。この研究により作製された(AgCu)xTe化合物は、
キャリア濃度と輸送特性の最適化を通じて、737 K（約464 ℃）でピークZT値1.4という
極めて高い熱電変換性能を達成。さらに、523 Kから737 Kの幅広い温度範囲で平均ZT値
1.29を維持し、実用上重要な優れた熱安定性も兼ね備えていることが示されました。

技術・臨床詳細

熱電材料とZT値: 熱電材料は、温度差を電気エネルギーに、または電気エネルギーを
温度差に直接変換できる材料です。その効率は、無次元性能指数ZT値（ZT = S²σT/

κ、S: ゼーベック係数、σ: 電気伝導率、T: 絶対温度、κ: 熱伝導率）で評価されます。
ZT値が高いほど、材料の熱電変換効率は優れています。

カチオン空孔の制御: 研究者たちは、AgCuTe化合物におけるAgとCuのサイトに意図
的に空孔（欠陥）を導入し、その濃度を精密に制御しました。このカチオン空孔の導
入により、材料中の電荷キャリア（電子または正孔）の濃度と移動度を効果的に調整
することが可能となりました。

性能向上メカニズム:

ゼーベック係数の増加: カチオン空孔の制御によって、キャリア濃度が最適化さ
れ、電荷キャリアのエネルギーフィルタリング効果が促進された結果、ゼーベッ
ク係数（温度差によって生じる電圧）が大幅に増加しました。

熱伝導率の低下: 空孔やそれによって引き起こされる格子歪みが、フォノン（熱を
伝える格子振動）の散乱を強化し、材料の熱伝導率（κ）を抑制しました。これに
より、熱エネルギーが電気エネルギーに効率よく変換されるのを妨げる熱損失が
低減されます。

熱安定性: 実験の結果、作製された(AgCu)xTe材料は、高温下でも結晶構造が安定
であり、長時間の熱サイクルに耐えうる優れた熱安定性を示すことが確認されま
した。これは、実際の熱電発電デバイスへの応用において不可欠な特性です。



背景・業界文脈

熱電材料は、工場や自動車の排熱、太陽熱、地熱など、これまで利用されていなかった
未利用熱エネルギーを直接電力に変換するクリーンエネルギー技術の要として注目され
ています。これは、エネルギー効率の向上と温室効果ガス排出量の削減に貢献するた
め、持続可能な社会の実現に向けた重要な技術です。しかし、既存の熱電材料は、ZT値
が不十分であったり、高温での安定性に課題があったりするため、その普及が制限され
ていました。今回のAgCuTeにおけるZT値1.4の達成は、商業的な実用化に向けた大きな
進歩であり、特に中高温域（500～700 K程度）での排熱回収において高い競争力を持つ
可能性があります。

今後の展望

このAgCuTe系熱電材料のブレークスルーは、熱電発電デバイスの効率を大幅に向上さ
せ、特に産業排熱回収、自動車排熱回収、そしてIoTセンサーのバッテリーレス駆動電
源など、広範な応用を加速させるでしょう。今後、材料の製造コストの低減、大規模生
産技術の確立、および実際のデバイス設計への統合が研究の焦点となります。ZT値1.4

という高効率は、従来の熱電変換システムの限界を打ち破り、未利用熱エネルギーの有
効活用を促進することで、地球規模のエネルギー問題解決に貢献する可能性を秘めてい
ます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsaem.6c01339

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsaem.6c01339


#12 ジョセフソン接合アレイが調整可能なメタマテリアル
として機能：マイクロ波共鳴を温度・電力で制御

概要

「Applied Physics Letters」誌に発表された研究は、約30,000個の結合された「メタ原
子」からなる電気的に分離されたジョセフソン接合アレイが、調整可能なメタマテリ
アルとして機能することを実証しました。このアレイは、マイクロ波伝送において鋭

く堅牢な共鳴を示し、その共鳴は温度や入射マイクロ波電力の変化によってオン/オフ
を切り替えたり、周波数や振幅を調整したりすることが可能です。この技術は、高度
な電磁媒体としての画期的な可能性を示しており、次世代の通信や量子技術に応用が

期待されます。

公開日 2026年07月23日  Applied Physics Letters (AIP Publishing)  アメリカ



詳細

主要成果

「Applied Physics Letters」誌に発表された画期的な研究は、約30,000個の相互接続され
た「メタ原子」（ジョセフソン接合を持つ四角いループ）で構成される、電気的に分離
されたジョセフソン接合アレイが、極めて高い調整可能性を持つメタマテリアルとして
機能することを実証しました。このアレイは、マイクロ波帯域においてシャープで堅牢
な共鳴特性を示し、その共鳴周波数と振幅を、温度や入射マイクロ波電力によって広範
囲にわたって制御できることが証明されました。この技術は、テラヘルツ波デバイス、
量子計算、超高速通信など、次世代の電磁波制御技術に革命をもたらす可能性を秘めて
います。

技術・臨床詳細

ジョセフソン接合アレイ: 研究チームは、超伝導体間に薄い絶縁体層を挟んだ量子力
学的トンネル接合であるジョセフソン接合を多数配置し、それらを正方形のループ状
に結合したアレイを設計・作製しました。各ループが「メタ原子」として機能し、電
磁波と相互作用します。

調整可能なメタマテリアル: メタマテリアルは、自然界に存在しない光学・電磁気特
性（例: 負の屈折率）を持つ人工材料です。通常、その特性は一度作製されると固定
されますが、本研究ではジョセフソン接合の非線形性とその量子的な振る舞いを活用
することで、材料の特性を外部から動的に「調整」できることを示しました。

マイクロ波共鳴の制御:

オン/オフ切り替え: 温度を変化させることで、超伝導状態と常伝導状態を切り替
え、共鳴の有無を制御できます。

周波数・振幅調整: 入射するマイクロ波の電力レベルを調整することで、ジョセフ
ソン接合の特性が変化し、その結果、アレイが示す共鳴周波数と共鳴の強さを広
範囲にわたってチューニングできます。例えば、共鳴周波数を数GHzの範囲で連
続的にシフトさせることが可能です。

堅牢性とシャープさ: 30,000個ものメタ原子が協調的に機能することで、共鳴が非
常にシャープで、外部ノイズに対して堅牢な応答を示すことが確認されました。



背景・業界文脈

電磁波の特性を自在に操るメタマテリアルは、ステルス技術、高効率アンテナ、超解像
イメージングなど、多くの分野で革新をもたらすと期待されています。しかし、その多
くは一度作製されると特性が固定される「静的」なものであり、動的に特性を変化させ
られる「調整可能なメタマテリアル」の開発が長年の課題でした。特に、極低温環境下
での動作が可能なジョセフソン接合に基づくメタマテリアルは、量子コンピューティン
グや超高周波通信といった最先端技術において、能動的な電磁波制御コンポーネントと
して大きな需要があります。今後の展望

このジョセフソン接合アレイを用いた調整可能なメタマテリアルは、量子コンピュータ
ーの読み出し回路、テラヘルツ波領域での新しい変調器やスイッチ、または極めて高感
度なセンサーとしての応用が期待されます。将来的には、この技術が室温環境での動作
可能な超伝導材料と統合されることで、より広範なアプリケーションへの道が開かれる
可能性も考えられます。このブレークスルーは、電磁波の物理的限界を押し広げ、通
信、情報処理、センシング技術の未来を再定義する重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://pubs.aip.org/aip/apl/article/129/3/032603/3399144/An-electrically-isolated-Josephson-

junction-array

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.aip.org/aip/apl/article/129/3/032603/3399144/An-electrically-isolated-Josephson-junction-array
https://pubs.aip.org/aip/apl/article/129/3/032603/3399144/An-electrically-isolated-Josephson-junction-array


#13 LGエレクトロニクス、ベトナム新工場で抗菌材料
「LG PuroTec™」の年間生産能力6,500トンに倍増

概要

LGエレクトロニクスは、ベトナムのハイフォンに抗菌材料「LG PuroTec™」とEasy-

Cleanエナメルの新生産ラインを開設し、世界の年間生産能力を6,500トンに拡大しま
した。これは、ガラス粉末をベースとした機能性抗菌材料の需要増に対応し、北米、

欧州、新興市場への供給体制を強化するものです。衛生・安全基準の厳格化に伴い、
抗菌・防カビ製品および関連コーティング材料への需要が世界的に高まっている状況
下で、同社の市場競争力を一層高める戦略的投資です。

公開日 2026年07月23日  Seoul Economic Daily / LG Electronics  韓国



詳細

主要成果：抗菌材料の生産能力拡大と市場競争力強化

LGエレクトロニクスは、ベトナムのハイフォンに先進的な抗菌材料である「LG

PuroTec™」（ガラス粉末ベースの機能性抗菌材料）と、キッチン家電向けの高耐久性コ
ーティングであるEasy-Cleanエナメルの新しい生産ラインを稼働させました。これによ
り、同社のグローバルな年間生産能力は6,500トンに倍増し、世界的な衛生・安全基準
の厳格化に伴う抗菌・防カビ製品およびコーティング材料の需要増加に効果的に対応で
きる体制を確立しました。

技術・製造詳細

LG PuroTec™： 本材料は、ガラス粉末を基盤としており、家電製品だけでなく、住
宅や公共施設など幅広い分野で利用される抗菌・防カビ性能を提供します。特に、バ
クテリアやカビの増殖を抑制し、製品の衛生状態を長期にわたって維持することに貢
献します。

Easy-Cleanエナメル： 高温耐性、耐摩耗性、洗浄性に優れるエナメルコーティング
で、オーブンや電子レンジなどのキッチン家電内部に適用されることで、清掃の手間
を大幅に軽減します。

生産体制の強化： ベトナムの新工場は、北米、欧州、そして急速に成長する新興市
場への製品供給を加速させる中核拠点として位置付けられています。これにより、
LGエレクトロニクスはサプライチェーンの強靭化と市場投入速度の向上を図りま
す。

背景・業界文脈

近年、消費者の健康意識の高まりやCOVID-19パンデミックの影響により、抗菌・抗ウ
イルス性能を持つ材料への関心が世界的に増大しています。特に、家電製品や建材、医
療機器など、日常生活に密接に関わる製品において、より高い衛生性能が求められるよ
うになりました。LGエレクトロニクスは、このトレンドを捉え、高機能材料の研究開発
と生産投資を強化することで、市場の要求に応えるとともに、同社のブランド価値向上
を目指しています。



今後の展望

今回の生産能力拡大は、LGエレクトロニクスが機能性材料分野におけるリーダーシップ
を強化し、家電製品だけでなく、多様な産業分野への応用拡大を目指す戦略の一環で
す。将来的には、より広範な製品ポートフォリオへのLG PuroTec™の適用や、新たな機
能性材料の開発を通じて、持続可能な社会への貢献と企業成長の両立を図る方針です。

元記事: https://en.sedaily.com/finance/2026/07/23/lg-electronics-opens-vietnam-antimicrobial-

materials-line

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://en.sedaily.com/finance/2026/07/23/lg-electronics-opens-vietnam-antimicrobial-materials-line
https://en.sedaily.com/finance/2026/07/23/lg-electronics-opens-vietnam-antimicrobial-materials-line


#14 IoTセンサーのバッテリーレス化を実証：産業用モー
ターからの熱電発電でワイヤレス伝送41回に成功

概要

Sensors誌の2026年の研究で、熱電発電機（TEG）を0.25 kWの産業用ギアモーターに
設置することで、IoTセンサーへのバッテリーレス電力供給が実現可能であることが実
証されました。このシステムは、正のエネルギーバランスを維持しつつ41回のワイヤ

レス伝送を成功させ、手の届きにくい場所や頻繁な停止が難しい機械に設置されたセ
ンサーに対し、熱電エネルギーハーベスティングが非常に有効な電源となることを示
しました。これにより、産業IoTにおけるセンサーメンテナンスの課題が大幅に軽減さ

れる可能性があります。

公開日 2026年07月27日  Silicon LogiX  イタリア



詳細

主要成果：熱電エネルギーハーベスティングでIoTセンサーのバッテリーレス化を
実証

2026年のSensors研究において、熱電発電機（TEG）を0.25 kWの産業用ギアモーターに
設置することで、IoTセンサーをバッテリーなしで稼働させることが可能であることが
実証されました。この革新的なシステムは、正のエネルギーバランスを維持しながら41

回のワイヤレスデータ伝送を完了し、産業環境におけるエネルギーハーベスティングの
実現可能性を明確に示しました。この成果は、特に保守が困難な場所にあるIoTセンサ
ーの長期運用コストとメンテナンス負荷を大幅に削減する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

設置と電力生成： 研究チームは、既存の0.25 kW産業用ギアモーターの表面に熱電発
電機（TEG）を直接設置しました。モーター稼働中に発生する熱エネルギーをTEGが
電気エネルギーに変換し、これをIoTセンサーの電源として利用します。

システム性能： 実証されたシステムは、バッテリーを搭載することなく、モーター
からの廃熱のみを用いてIoTセンサーに電力を供給しました。データ伝送プロトコル
は、低電力消費で効率的なワイヤレス通信を実現し、合計41回の成功したデータ伝
送が記録されました。すべての伝送において、システムは安定した動作を維持し、バ
ッテリーフリーソリューションとしての堅牢性を示しました。

エネルギーバランス： 測定の結果、システムは連続的に発電と消費を繰り返し、全
体として正のエネルギーバランスを保つことが確認されました。これは、外部電源や
バッテリー充電の必要がない自己持続的な運用が可能であることを意味します。

背景・業界文脈

産業用IoT（IIoT）の普及に伴い、膨大な数のセンサーが工場やインフラに導入されてい
ます。これらのセンサーの多くはバッテリー駆動ですが、バッテリー交換はコスト、労
力、環境への影響といった課題を伴います。特に、高温環境、振動環境、または物理的
にアクセスが困難な場所に設置されたセンサーにとって、バッテリー交換は大きな運用
上の障壁となっていました。熱電エネルギーハーベスティングは、このような環境下
で、機械の運転中に発生する廃熱を有効活用することで、これらの課題を解決する有望
な技術として注目されています。



今後の展望

今回の研究は、熱電エネルギーハーベスティングが、届きにくい資産や頻繁に停止でき
ない機械に設置されるIoTセンサーのバッテリーレス化を実現するための実用的なソリ
ューションであることを強力に裏付けました。今後、この技術は製造業、エネルギー産
業、輸送など、様々な分野でのIIoT展開を加速させるでしょう。より高効率なTEG材料
の開発や、幅広い温度範囲での発電能力の最適化が進めば、さらに多様な産業アプリケ
ーションでの適用が期待されます。最終的には、IIoTセンサーネットワークの信頼性、
持続可能性、費用対効果の向上に大きく貢献するでしょう。

元記事: https://www.siliconlogix.it/en/article/thermoelectric-energy-harvesting-batteryless-iot-sensors

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.siliconlogix.it/en/article/thermoelectric-energy-harvesting-batteryless-iot-sensors


#15 MOF光触媒のAI駆動型発見を加速：環境修復・CO2
変換向け高性能Cr/Znベース候補を特定

概要

強化学習ベースの金属有機構造体（MOF）生成とマルチステージCrystal Graph

Convolutional Neural Network（CGCNN）予測ファネルを組み合わせた統合機械学習
フレームワークが開発されました。このフレームワークは、環境修復やCO2変換のた

めの効率的で耐久性のある光触媒の発見を加速し、計算コストを大幅に削減しながら
予測の堅牢性を維持します。CrベースとZnベースの2つのMOF候補が、ベンチマーク
材料よりも高い光触媒適合性を示すことが特定されました。

公開日 2026年07月31日  arXiv (Cornell University)  アメリカ



詳細

主要成果：AIが環境修復・CO2変換向け高性能MOF光触媒の発見を加速

コーネル大学の研究者を中心とするチームが、強化学習ベースの金属有機構造体
（MOF）生成とマルチステージCrystal Graph Convolutional Neural Network（CGCNN）
予測ファネルを統合した画期的な機械学習フレームワークを開発しました。この新フレ
ームワークは、環境修復や二酸化炭素（CO2）変換に利用される効率的かつ耐久性のあ
る光触媒の発見プロセスを大幅に加速させることが可能であることを実証しました。特
に、このアプローチは計算コストを劇的に削減しながらも、予測の堅牢性を高いレベル
で維持します。

技術・臨床詳細

統合機械学習フレームワーク： 本フレームワークは、大きく二つの段階で構成され
ます。第一に、強化学習を用いて新しいMOF構造を効率的に生成します。この段階
では、膨大な候補空間から有望な構造を探索します。第二に、生成されたMOF構造
の光触媒性能を予測するために、マルチステージのCGCNNファネルを使用します。
CGCNNは、結晶構造のグラフ表現から材料の特性を予測する深層学習モデルであ
り、このファネル構造により、予測の精度と効率が向上します。

計算コストの削減と予測堅牢性： 従来の物理ベースのシミュレーションや網羅的探
索に比べ、この機械学習アプローチは計算リソースの要求を大幅に低減します。同時
に、モデルがMOF構造と光触媒活性の関係性を高精度で学習するため、予測の信頼
性と堅牢性が維持されます。

高性能MOF候補の特定： このフレームワークを適用した結果、既存のベンチマーク
材料よりも高い光触媒適合性を示す、Cr（クロム）ベースおよびZn（亜鉛）ベース
の2つの新しいMOF候補が特定されました。これらの候補は、環境修復プロセス（例
えば、有害物質の分解）や、CO2を有用な化学物質に変換する反応において、優れた
性能を発揮する可能性を秘めています。



背景・業界文脈

持続可能な社会の実現には、環境汚染の効率的な除去と、CO2排出量削減のための革新
的な技術が不可欠です。光触媒は、太陽光エネルギーを利用してこれらの反応を促進で
きるため、極めて有望な技術ですが、高性能な材料の発見は、広大な材料探索空間と複
雑な特性評価プロセスにより、依然として大きな課題となっています。機械学習、特に
深層学習は、この材料発見プロセスを加速する強力なツールとして注目されており、従
来の手法では見過ごされがちだった新しい材料パスを開拓する可能性を秘めています。

今後の展望

今回のフレームワークは、材料科学におけるAIの応用可能性を改めて示すものであり、
MOF以外の機能性材料の発見にも拡張可能です。特定されたCrベースおよびZnベースの
MOF候補は、さらなる実験的検証と最適化を経て、将来の環境技術やエネルギー変換技
術の実用化に大きく貢献することが期待されます。この研究は、機械学習が複雑な材料
科学の課題を解決し、より持続可能でクリーンな未来を実現するための鍵となることを
示唆しています。

元記事: https://arxiv.org/abs/2607.27244

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2607.27244


#16 スピンホールマイクロ発振器で超低電流駆動を実現：
ゼロに近い実効磁化を工学的に設計

概要

スピンホールマイクロ発振器において、ゼロに近い実効磁化を工学的に設計すること
で、磁化ダイナミクスを励起するのに必要な電流を大幅に削減できることが実証され
ました。これは、マグノン（スピン波の量子）を利用したエネルギー効率の高いマグ

ノニックデバイスや、発振器ベースのコンピューティングシステムを実現する上で極
めて重要なブレークスルーです。この技術は、次世代の低消費電力情報処理技術の開
発に貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月28日  arXiv (Max Planck Institute for Microstructure Physics)  ドイツ



詳細

主要成果：スピンホールマイクロ発振器で超低しきい値電流駆動を実現

マックス・プランク微細構造物理学研究所の研究者らが、スピンホールマイクロ発振器
（SHMO）の分野で画期的な発見をしました。彼らは、材料の実効磁化をゼロに近い値
に工学的に設計することで、磁化ダイナミクスを励起するために必要な電流を大幅に削
減できることを示しました。これは、既存のデバイスと比較して、エネルギー効率を劇
的に向上させる可能性を秘めており、次世代の低消費電力コンピューティングやデータ
ストレージ技術にとって重要な進歩となります。

技術・臨床詳細

スピンホールマイクロ発振器（SHMO）： SHMOは、電流によって生成されるスピ
ン流を用いて磁化を振動させ、マイクロ波信号を生成するデバイスです。これらのデ
バイスは、高周波信号生成、センサー、そして非ノイマン型コンピューティングの基
本要素として有望視されています。

実効磁化の制御： 本研究の核心は、材料の磁気特性、特に「実効磁化」を精密に調
整する技術にあります。実効磁化をゼロに近い値にすることで、磁気構造が外部から
の小さなエネルギー入力に対しても応答しやすくなり、結果として磁化ダイナミクス
を駆動するためのしきい値電流が著しく低減されます。これは、磁気異方性の精密な
制御と、異なる磁性層間の相互作用の最適化によって達成されました。

エネルギー効率の向上： 低しきい値電流での動作は、SHMOの消費電力を大幅に削
減します。これは、モバイルデバイスやIoT（モノのインターネット）デバイスな
ど、電力効率が極めて重要となるアプリケーションにおいて、大きな利点をもたらし
ます。

背景・業界文脈

情報技術の進化に伴い、より高速でエネルギー効率の高いコンピューティングおよびデ
ータストレージ技術への需要が高まっています。特に、従来の電荷ベースの電子機器が
抱える発熱や消費電力の問題は、小型化と高性能化のボトルネックとなっています。ス
ピントロニクスは、電子の電荷だけでなくスピンを利用することで、これらの課題を克
服する可能性を秘めた次世代技術として注目されています。マグノニクス（スピン波を
利用する技術）はその一分野であり、超低消費電力デバイスの実現に向けた研究が活発
に行われています。



今後の展望

今回の成果は、エネルギー効率の高いマグノニックデバイスや、発振器ベースのコンピ
ューティング（ニューロモルフィックコンピューティングなど）の実現に向けた重要な
一歩です。超低電流で動作するSHMOの開発は、これらの技術の実用化を加速させ、ス
マートフォン、ウェアラブルデバイス、さらにはデータセンターにおけるエネルギー消
費を削減する可能性を秘めています。今後、この技術をさらにスケールアップし、商業
的に利用可能なデバイスへと発展させるための研究が期待されます。

元記事: https://arxiv.org/abs/2607.15241

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2607.15241


#17 EUプロジェクト「VIT」が損傷自己報告・自己修復・
ケーブル絶縁が可能なリサイクル性ポリエチレン開発

概要

EUが資金提供する「VIT」プロジェクトは、損傷を自己報告し、修復をサポートし、湿
気を検知し、高電圧ケーブルの絶縁材として機能する可能性を秘めたリサイクル可能
なポリエチレン材料を開発しました。この材料は、光学分子を活用して損傷を知らせ

る自己報告機能を持ち、さらに自己修復可能なフィルムの製造も行われました。この
ブレークスルーは、インフラの安全性と持続可能性を向上させる大きな一歩となりま
す。

公開日 2026年07月24日  CORDIS  欧州連合



詳細

主要成果：損傷自己報告・自己修復・ケーブル絶縁可能なリサイクル性ポリエチレ
ンの開発

欧州連合（EU）が資金提供する先進的なプロジェクト「VIT」は、画期的な多機能ポリ
エチレン材料の開発に成功しました。この新材料は、損傷を自律的に報告する機能、損
傷箇所の修復を支援する能力、湿気を検知するセンサー機能、そして高電圧ケーブルの
優れた絶縁材として利用できる可能性を兼ね備えています。さらに、この材料はリサイ
クル可能であり、持続可能な材料ソリューションとして大きな注目を集めています。

技術・臨床詳細

損傷自己報告機能： このポリエチレン材料は、特殊な光学分子を内部に組み込むこ
とで、材料に損傷が生じた際に光学的信号を発して、人間や外部システムにその発生
を伝達します。これにより、インフラや機器の隠れた損傷を早期に発見し、よりタイ
ムリーなメンテナンスや修理が可能になります。

自己修復機能： プロジェクトでは、損傷報告機能に加えて、材料自体が軽微な亀裂
や損傷を自律的に修復できる自己修復可能なフィルムも製造されました。これによ
り、製品の寿命が延び、メンテナンス頻度とコストの削減が期待されます。

湿気検知とケーブル絶縁： 開発された材料は、湿気の存在を検知する能力も持ち合
わせており、特にケーブル絶縁材として使用された場合、湿気による劣化を早期に警
告することができます。高電圧ケーブルの絶縁用途でのポリエチレンベースシステム
のテストも行われ、その優れた性能が確認されました。これにより、電力インフラの
信頼性と安全性が向上します。

リサイクル可能性： 環境負荷の低減が喫緊の課題となる中で、この高機能ポリエチ
レンがリサイクル可能であることは、材料のライフサイクル全体における持続可能性
に大きく貢献します。



背景・業界文脈

現代社会のインフラ、特に電力ケーブルや様々な電子機器では、材料の劣化や損傷が安
全性や性能に直結する大きな問題となっています。従来の監視システムでは、損傷が表
面化するまで発見が遅れることが多く、大規模な故障や事故につながるリスクがありま
した。また、持続可能性への意識の高まりから、単に高性能であるだけでなく、環境に
配慮したリサイクル可能な材料への需要が高まっています。VITプロジェクトは、これ
らの複合的な課題に対して、革新的な材料科学のアプローチで応えるものです。

今後の展望

この多機能リサイクル可能ポリエチレン材料は、電力、通信、自動車、航空宇宙など、
幅広い産業分野での応用が期待されます。特に、インフラの長寿命化、メンテナンスコ
ストの削減、安全性の向上、そして環境負荷の低減という、現代社会が直面する主要な
課題に対する有効なソリューションを提供します。自己報告・自己修復機能を持つスマ
ート材料の普及は、将来のインフラ管理と製品設計のあり方を大きく変革する可能性を
秘めています。

元記事: https://cordis.europa.eu/article/id/450411-recyclable-polyethylene-reveals-damage-and-

insulate-cables

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cordis.europa.eu/article/id/450411-recyclable-polyethylene-reveals-damage-and-insulate-cables
https://cordis.europa.eu/article/id/450411-recyclable-polyethylene-reveals-damage-and-insulate-cables


#18 GH PowerとTKMS、カナダ哨戒潜水艦向けクリーン
エネルギー協力を拡大：高純度アルミナと水素を生成

概要

GH Powerとドイツのティッセンクルップ・マリン・システムズ（TKMS）は、カナダ
の将来の哨戒潜水艦プロジェクトにおけるクリーンエネルギー統合に関する協力を継
続検討すると発表しました。GH Powerの反応炉システムは、リサイクル金属と水を高

純度アルミナ（特殊セラミックス、半導体、リチウムイオンバッテリーセパレーター
用）、クリーン水素、およびクリーン熱エネルギーに変換します。この提携は、防衛
分野だけでなく、産業および海洋製造用途への先端材料の適用拡大を目指します。

公開日 2026年07月30日  Las Vegas Sun News  アメリカ



詳細

主要成果：カナダ哨戒潜水艦プロジェクト向けにGH PowerとTKMSがクリーンエ
ネルギー協力拡大

GH Powerは、ドイツのティッセンクルップ・マリン・システムズ（TKMS）との間で、
カナダの将来の哨戒潜水艦プロジェクトにおけるクリーンエネルギー統合に関する協力
の継続を検討していることを発表しました。この協力は、GH Power独自の反応炉シス
テムを活用し、リサイクル金属と水から高純度アルミナ、クリーン水素、そしてクリー
ン熱エネルギーを生成するものです。これは、防衛分野における環境負荷低減とエネル
ギー自立性向上に貢献する画期的な取り組みです。

技術・臨床詳細

GH Powerの反応炉システム： このシステムは、特定のリサイクル金属と水を反応さ
せることで、3つの主要な価値ある生成物を同時に生み出します。一つは、特殊セラ
ミックス、半導体、リチウムイオンバッテリーセパレーターなど、高度な産業用途に
不可欠な高純度アルミナです。二つ目は、ゼロエミッションの燃料源として注目され
るクリーン水素です。三つ目は、様々なプロセスに利用可能なクリーン熱エネルギー
です。

多用途な先端材料生成： 生成される高純度アルミナは、その純度の高さから、高性
能電池材料、電子部品、耐熱・耐腐食性セラミックスなど、多岐にわたる先端材料の
基礎となります。これは防衛産業だけでなく、商用産業や海洋製造分野においてもそ
の応用が期待されています。

クリーンエネルギーソリューション： このシステムは、化石燃料に依存しないクリ
ーンなエネルギー源（水素と熱）を提供することで、潜水艦の運用における炭素排出
量を大幅に削減し、環境への影響を最小限に抑えることが可能です。これにより、運
用コストの削減と戦略的なエネルギー自立の向上に貢献します。



背景・業界文脈

世界的に環境規制が強化され、持続可能な技術への移行が加速する中で、防衛産業も例
外ではありません。潜水艦のような長期間の独立運用が求められるプラットフォームに
おいては、高効率かつ環境負荷の低いエネルギー源の確保が重要な課題です。同時に、
先端材料への需要も高まっており、特に高性能バッテリーや電子機器の進化を支える高
純度材料の供給が求められています。GH PowerとTKMSの協力は、これらの複合的な課
題に対応するものです。

今後の展望

GH PowerとTKMSの協力は、カナダ海軍の将来の哨戒潜水艦が、よりクリーンで持続可
能な形で運用される道を開く可能性があります。この技術は、防衛分野におけるエネル
ギーパラダイムを変革するだけでなく、高純度アルミナとクリーン水素の安定供給を通
じて、広範な産業分野における先端材料開発と脱炭素化を促進する可能性を秘めていま
す。今後、この協力が具体的な技術統合と実証プロジェクトへと進展し、国際的なクリ
ーンエネルギー技術の標準となることが期待されます。

元記事: https://lasvegassun.com/news/2026/jul/30/gh-power-and-tkms-continue-to-explore-clean-

energy/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://lasvegassun.com/news/2026/jul/30/gh-power-and-tkms-continue-to-explore-clean-energy/
https://lasvegassun.com/news/2026/jul/30/gh-power-and-tkms-continue-to-explore-clean-energy/


#19 Volt Carbon Technologies、Northern Ore
Resourcesからバーミキュライト40,000トン加工の初の購
入注文を獲得

概要

Volt Carbon Technologiesは、Northern Ore Resourcesとの商業受託処理契約に基づ

き、バーミキュライト40,000メートルトンの加工に関する最初の購入注文を受け取っ
たと発表しました。同社は、天然グラファイト資源を高価値の炭素製品（グラファイ
ト濃縮物、グラフェン、バッテリー材料、リチウム電池など）に変換する垂直統合型

プラットフォームを開発しています。この大型受注は、同社の事業拡大と先進炭素材
料市場での地位確立に大きく貢献するものです。

公開日 2026年07月30日  TORVF Stock News  カナダ



詳細

主要成果：Volt Carbon Technologiesがバーミキュライト40,000トン加工の初の購
入注文を獲得

Volt Carbon Technologiesは、Northern Ore Resourcesとの商業受託処理契約に基づき、
40,000メートルトンのバーミキュライトの加工に関する最初の購入注文を受け取ったこ
とを発表しました。この重要な受注は、同社が天然グラファイト資源から高価値の炭素
製品へと変換する垂直統合型プラットフォームの商業化を加速させる上で大きな一歩と
なります。グラファイト濃縮物、グラフェン、バッテリー材料、リチウム電池といった
製品は、現代の産業において不可欠な先端材料であり、今回の受注はVolt Carbon

Technologiesの市場における地位を強化するものです。

事業詳細と技術

バーミキュライト加工： バーミキュライトは、熱膨張性を持つ層状ケイ酸塩鉱物で
あり、建材、園芸、耐火材料など様々な用途に利用されます。Volt Carbon

Technologiesは、独自の技術を用いてこの鉱物を加工し、特定の産業要件に合わせた
高品質な製品を提供します。

垂直統合型プラットフォーム： Volt Carbon Technologiesは、採掘から最終製品加工
までを一貫して行う垂直統合型のビジネスモデルを推進しています。これにより、品
質管理を徹底し、コスト効率を高め、市場のニーズに迅速に対応することが可能にな
ります。

高価値炭素製品： 同社のプラットフォームは、天然グラファイトを電気自動車用バ
ッテリーのアノード材料、高性能複合材料、電子部品、エネルギー貯蔵システムなど
に使用されるグラファイト濃縮物やグラフェンといった高価値の炭素製品に変換しま
す。リチウム電池の材料も開発しており、クリーンエネルギー技術のサプライチェー
ンに貢献しています。



背景・業界文脈

世界の産業では、持続可能性と高性能化への要求が高まる中、先端炭素材料の需要が急
速に拡大しています。特に電気自動車（EV）や再生可能エネルギー貯蔵システム
（ESS）の普及は、グラファイトやリチウム電池材料といった特定の炭素製品の供給を
逼迫させています。このような背景において、効率的かつ持続可能な方法で高品質な炭
素材料を生産する能力は、企業の競争力を決定する重要な要素となります。今回のVolt

Carbon Technologiesの受注は、このような市場環境において、同社が確立しつつある優
位性を示すものです。

今後の展望

今回の40,000トンのバーミキュライト加工契約は、Volt Carbon Technologiesにとって新
たな収益源を確保し、事業ポートフォリオを多様化する上で重要なマイルストーンで
す。この成功を足がかりに、同社はさらなる大型契約の獲得や、高価値炭素材料の生産
規模拡大を目指すでしょう。特にバッテリー材料分野における技術革新と市場拡大は、
Volt Carbon Technologiesの将来の成長を牽引する重要なドライバーとなると予測されま
す。同社は、先端材料サプライチェーンにおける主要なプレーヤーとしての地位を確立
していくことが期待されます。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHJkWNsif3g7IVSgSi-

yg7dXsk4_vY1VAlH9-z8EE3rjjpPd-oV3qny4g1fJu8OL662BdWPY8BTHStd-

t8ChjohmlTdOztU5F4LYQUvkQ9LyZ0qL4RKK0McLNVxF2ycCLz61I-

2DrcizCIzy76JvedAGsoR85zkJpD05rZ6rBlBKZAvFnL-6vnpB-

pcvwAzVSIFJABlc6gPkCRXqGCCqQzd0amwCyjEKbg9F9UnBTsVkSoVJL30

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHJkWNsif3g7IVSgSi-yg7dXsk4_vY1VAlH9-z8EE3rjjpPd-oV3qny4g1fJu8OL662BdWPY8BTHStd-t8ChjohmlTdOztU5F4LYQUvkQ9LyZ0qL4RKK0McLNVxF2ycCLz61I-2DrcizCIzy76JvedAGsoR85zkJpD05rZ6rBlBKZAvFnL-6vnpB-pcvwAzVSIFJABlc6gPkCRXqGCCqQzd0amwCyjEKbg9F9UnBTsVkSoVJL30
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHJkWNsif3g7IVSgSi-yg7dXsk4_vY1VAlH9-z8EE3rjjpPd-oV3qny4g1fJu8OL662BdWPY8BTHStd-t8ChjohmlTdOztU5F4LYQUvkQ9LyZ0qL4RKK0McLNVxF2ycCLz61I-2DrcizCIzy76JvedAGsoR85zkJpD05rZ6rBlBKZAvFnL-6vnpB-pcvwAzVSIFJABlc6gPkCRXqGCCqQzd0amwCyjEKbg9F9UnBTsVkSoVJL30
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHJkWNsif3g7IVSgSi-yg7dXsk4_vY1VAlH9-z8EE3rjjpPd-oV3qny4g1fJu8OL662BdWPY8BTHStd-t8ChjohmlTdOztU5F4LYQUvkQ9LyZ0qL4RKK0McLNVxF2ycCLz61I-2DrcizCIzy76JvedAGsoR85zkJpD05rZ6rBlBKZAvFnL-6vnpB-pcvwAzVSIFJABlc6gPkCRXqGCCqQzd0amwCyjEKbg9F9UnBTsVkSoVJL30
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHJkWNsif3g7IVSgSi-yg7dXsk4_vY1VAlH9-z8EE3rjjpPd-oV3qny4g1fJu8OL662BdWPY8BTHStd-t8ChjohmlTdOztU5F4LYQUvkQ9LyZ0qL4RKK0McLNVxF2ycCLz61I-2DrcizCIzy76JvedAGsoR85zkJpD05rZ6rBlBKZAvFnL-6vnpB-pcvwAzVSIFJABlc6gPkCRXqGCCqQzd0amwCyjEKbg9F9UnBTsVkSoVJL30
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHJkWNsif3g7IVSgSi-yg7dXsk4_vY1VAlH9-z8EE3rjjpPd-oV3qny4g1fJu8OL662BdWPY8BTHStd-t8ChjohmlTdOztU5F4LYQUvkQ9LyZ0qL4RKK0McLNVxF2ycCLz61I-2DrcizCIzy76JvedAGsoR85zkJpD05rZ6rBlBKZAvFnL-6vnpB-pcvwAzVSIFJABlc6gPkCRXqGCCqQzd0amwCyjEKbg9F9UnBTsVkSoVJL30


#20 Asbury Advanced MaterialsがドイツのGraphit
Kropfmühl GmbH買収を完了、グローバル事業を拡大

概要

Asbury Advanced Materialsは、ドイツのGraphit Kropfmühl GmbH（GK）をAMGから
買収したことを発表しました。この買収は、Asburyのグローバルな先端材料プラット
フォームとしての進化における重要なマイルストーンであり、同社の技術能力、多様

なエンジニアード材料ポートフォリオ、およびグローバルな存在感を大幅に拡大する
ものです。これにより、Asburyは戦略的市場におけるリーダーシップを強化し、顧客
にさらに包括的なソリューションを提供できるようになります。

公開日 2026年07月30日  AZoM  アメリカ



詳細

主要成果：Asbury Advanced Materials、Graphit Kropfmühl GmbH買収でグロー
バル市場を拡大

Asbury Advanced Materialsは、AMGからのGraphit Kropfmühl GmbH（GK）の買収を完
了したことを発表しました。この買収は、Asburyが世界的な先端材料ソリューションプ
ロバイダーへと進化する上での重要なマイルストーンとなります。GKの統合により、
Asburyは技術能力を強化し、エンジニアード材料の多様なポートフォリオを拡充すると
ともに、欧州市場における存在感を大幅に高めることになります。

企業戦略と買収詳細

戦略的買収： Graphit Kropfmühl GmbHは、高品質なグラファイト製品と炭素系材料
の製造において長い歴史と専門知識を持つドイツの企業です。今回の買収は、
Asbury Advanced Materialsが、成長著しいバッテリー、電子機器、航空宇宙、熱管理
といった戦略的市場において、より強力なポジションを確立するための重要な戦略的
ステップとなります。

技術能力の強化： GKの技術と製造能力がAsburyの既存のプラットフォームに統合さ
れることで、より高度な加工技術と材料開発が可能になります。これにより、顧客は
より高性能でカスタマイズされた材料ソリューションを利用できるようになります。
特に、EV（電気自動車）バッテリーやグリーンエネルギー技術に不可欠なグラファ
イト関連材料の供給能力が強化されます。

グローバルな存在感の拡大： GKの買収により、Asburyは欧州市場における生産拠点
と販売ネットワークを確立し、グローバルなサプライチェーンをさらに強化します。
これにより、世界中の顧客に対して、迅速かつ効率的な供給体制を提供できるように
なります。

背景・業界文脈

世界の先端材料市場は、急速な技術革新と持続可能性への要求の高まりにより、目覚ま
しい成長を遂げています。特に、エネルギー貯蔵、電動化、軽量化といったメガトレン
ドは、高性能グラファイトや特殊炭素材料への需要を押し上げています。このような状
況下で、材料メーカーは、技術的優位性とグローバルな供給能力を確立するために、
M&Aを通じて事業規模と専門知識を拡大する戦略を積極的に推進しています。



今後の展望

Asbury Advanced MaterialsによるGraphit Kropfmühl GmbHの買収は、同社が先端材料
分野におけるグローバルリーダーとしての地位を確固たるものにするための基盤を築き
ます。この統合された事業体は、研究開発、生産、供給チェーンの各段階でシナジーを
生み出し、より革新的な製品とサービスを提供できるでしょう。顧客は、より幅広い製
品ポートフォリオ、強化された技術サポート、そして信頼性の高いグローバル供給から
恩恵を受けることが期待されます。これは、先端材料産業全体の進化を加速させる一例
となるでしょう。

元記事: https://www.azom.com/news.aspx?newsID=65660

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azom.com/news.aspx?newsID=65660


#21 モリブデン多機能ドーピングがPbS熱電材料のZT値
1.2を実現、変換効率を大幅向上

概要

PbSベースの熱電材料において、低固溶性のモリブデン（Mo）ドーピングが複数の析
出物（MoS2、Sb、Pb）を形成し、カチオン空孔を減らし、格子平面化を促進するこ
とが示されました。これによりキャリア移動度が向上し、平均パワーファクターが

11.7 µW cm−1 K−2から15.6 µW cm−1 K−2に強化されました。さらにセレン（Se）合
金化により、Pb0.965Sb0.015Mo0.02S0.8Se0.2は923 KでピークZT値1.2を達成し、熱電
変換性能が大幅に向上しました。

公開日 2026年07月23日  Advanced Functional Materials  国際



詳細

主要成果：モリブデン多機能ドーピングがPbS熱電材料のZT値1.2を実現

Advanced Functional Materials誌に掲載された研究により、鉛硫化物（PbS）ベースの熱
電材料において、モリブデン（Mo）ドーピングが熱電変換性能を劇的に向上させるこ
とが明らかになりました。特に、低固溶性のMoがPbSマトリックス中で多様な化学反応
を起こし、複数の析出物（MoS2、Sb、Pb）を形成することで、材料の電気的および熱
的特性が最適化されます。この結果、923 KでピークZT値1.2という優れた熱電性能が達
成され、従来材料と比較して変換効率が大幅に向上しました。

技術・臨床詳細

モリブデンの多機能性： MoはPbS中に低固溶性であるにもかかわらず、結晶粒界や
マトリックス中に微細なMoS2、Sb、Pbなどの析出物を形成します。これらの析出物
は、格子熱伝導率を低減するフォノン散乱中心として機能します。

カチオン空孔の低減とキャリア移動度向上： Moドーピングは、PbS中のカチオン空
孔（Pbサイトの欠陥）の濃度を効果的に低減します。これによりキャリア散乱が抑
制され、自由電子のキャリア移動度が向上します。結果として、材料の電気伝導性が
高まり、平均パワーファクターが従来の11.7 µW cm−1 K−2から15.6 µW cm−1 K−2
へと顕著に強化されました。

格子平面化の促進： Moドーピングは、PbS結晶格子内の平面化を促進することも示
されており、これがキャリアの効率的な輸送経路を形成し、移動度向上に寄与しま
す。

セレン合金化による最適化： さらに、セレン（Se）との合金化が実施され、組成
Pb0.965Sb0.015Mo0.02S0.8Se0.2において、923 K（約650 ℃）という比較的低い温度
でピークZT値1.2を達成しました。ZT値は熱電変換効率の指標であり、1.0を超えるこ
とは実用的なアプリケーションにとって非常に重要です。



背景・業界文脈

熱電材料は、熱エネルギーを直接電気エネルギーに変換したり、その逆を行ったりする
能力を持ち、廃熱回収、固体冷却、発電などの分野で注目されています。特に、自動車
の排熱利用、産業廃熱の回収、IoTデバイスの自己給電など、幅広い応用が期待されて
います。しかし、高い変換効率（ZT値）を持つ材料の発見は、電気伝導性と熱伝導性と
いう相反する特性を同時に最適化する必要があるため、材料科学における大きな課題で
した。PbSベースの材料は、比較的安価で安定性が高いことから、熱電材料の有望な候
補とされてきましたが、その性能向上には限界がありました。

今後の展望

今回のMoドーピングによるPbSベース熱電材料の性能向上は、廃熱回収システムや固体
冷却デバイスの効率を大幅に改善する可能性を秘めています。特に、ZT値1.2という数
値は、商業的応用への道を開く上で極めて重要です。この研究は、Moのような低固溶
性ドーパントの多機能性を活用することで、従来の熱電材料設計の限界を超え、より高
性能でコスト効率の高い材料を開発できることを示唆しています。将来的には、この技
術を基盤として、様々な温度域に対応する高効率な熱電発電モジュールやデバイスの開
発が加速されることが期待されます。

元記事: https://api.semanticscholar.org/CorpusID:290549203

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://api.semanticscholar.org/CorpusID:290549203


#22 Dymax、高度なAIハードウェア向けPCB補強用9310
接着剤を発表：数秒で硬化、生産性向上に貢献

概要

Dymaxは、プリント基板（PCB）上のファインピッチ、リードレス部品を補強するた
めに設計された革新的な9310接着剤を発売しました。この接着剤は光で数秒という驚
異的な速さで硬化するため、高度なエレクトロニクスおよびAIハードウェアの製造に

おいて、従来のアンダーフィルに代わる迅速かつ効率的なソリューションを提供しま
す。これにより、生産スループットが大幅に向上し、コスト削減と信頼性の向上に貢
献します。

公開日 2026年07月31日  Dymax (PRNewswire経由)  アメリカ



詳細

主要成果：Dymax、高度AIハードウェア向けPCB補強用9310接着剤を発売、生産
性大幅向上

Dymaxは、プリント基板（PCB）上に実装されるファインピッチ、リードレス部品の補
強を目的とした、最新の9310接着剤を発表しました。この画期的な接着剤は、光照射に
よりわずか数秒で硬化するという特性を持ち、特に高度なエレクトロニクスおよび人工
知能（AI）ハードウェアの製造プロセスにおいて、従来のアンダーフィル材料に代わる
迅速かつ極めて効率的なソリューションを提供します。これにより、製造現場でのスル
ープットが劇的に向上し、製品の信頼性向上と総コスト削減に大きく貢献します。

技術・製造詳細

超高速硬化： Dymax 9310接着剤の最大の特長は、紫外線（UV）または可視光によ
って数秒で硬化する点です。従来の熱硬化型アンダーフィルが硬化に数分から数時間
要するのに対し、この高速硬化は製造ラインのサイクルタイムを大幅に短縮し、生産
性を飛躍的に向上させます。

ファインピッチ・リードレス部品への適用： 最新のエレクトロニクス、特にAIチッ
プや高性能プロセッサでは、非常に微細な間隔で配置された（ファインピッチ）リー
ドのない（リードレス）部品が多用されます。9310接着剤は、これらの部品の脆弱
な接合部を効果的に補強し、衝撃や振動による損傷から保護することで、製品の長期
信頼性を確保します。

アンダーフィルの代替： 従来のアンダーフィルは、部品とPCBの隙間に液状樹脂を
充填し熱で硬化させるプロセスでしたが、Dymax 9310は光硬化型であるため、より
クリーンで迅速な塗布と硬化が可能です。これは、複雑な製造プロセスを簡素化し、
生産歩留まりを向上させる効果も期待できます。

材料特性： 高い接着強度、優れた耐熱性、低熱膨張係数（CTE）といった特性が、高
密度実装されるエレクトロニクス部品の信頼性を支えます。これらの特性により、温
度変化による応力を軽減し、はんだ接合部の疲労破壊を防ぎます。



背景・業界文脈

AI、5G、IoTといった先端技術の発展は、電子部品の小型化、高密度化、高性能化を加
速させています。これにより、プリント基板への部品実装はより精密かつデリケートに
なり、その信頼性確保が大きな課題となっています。特に、GPUやNPUなどのAIハード
ウェアでは、発熱量が高く、物理的なストレスも大きくなるため、接続部分の補強は不
可欠です。従来の製造プロセスでは、この信頼性確保が生産効率のボトルネックとなる
ことが多く、新たなソリューションが強く求められていました。

今後の展望

Dymax 9310接着剤の導入は、エレクトロニクス製造業におけるパラダイムシフトを促
す可能性があります。超高速硬化と高い信頼性を両立させることで、AIサーバー、高性
能モバイルデバイス、自動運転システム、医療機器など、最先端技術を搭載した製品の
生産効率と品質を同時に向上させることができます。これにより、Dymaxは先端エレク
トロニクス市場におけるリーディングサプライヤーとしての地位を確立し、将来の技術
革新を支える重要な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://www.bignewsnetwork.com/news/279217305/dymax-launches-9310-adhesive-for-high-

reliability-pcb-reinforcement

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bignewsnetwork.com/news/279217305/dymax-launches-9310-adhesive-for-high-reliability-pcb-reinforcement
https://www.bignewsnetwork.com/news/279217305/dymax-launches-9310-adhesive-for-high-reliability-pcb-reinforcement


#23 日本ペイントHDが産業用コーティング事業再編を発
表：市場競争力強化と製品開発能力向上へ

概要

2026年7月、日本ペイントホールディングスは、産業用コーティング事業を強化する
ため、日本のコーティング子会社を再編すると発表しました。この再編は、表面処理
技術とコーティングソリューションを統合し、製品開発能力を向上させ、産業用アプ

リケーション全体の競争力を高めることを目的としています。この動きは、日本の産
業用コーティング市場が2032年までに大きな成長を遂げると予測される中で、同社の
市場リーダーシップを確立するための戦略的なものです。

公開日 2026年07月29日  openPR.com  日本



詳細

主要成果：日本ペイントホールディングスが産業用コーティング事業を再編し競争
力強化へ

2026年7月、日本ペイントホールディングス（日本ペイントHD）は、日本の産業用コー
ティング事業を抜本的に再編することを発表しました。この戦略的な再編は、同社の表
面処理技術と既存のコーティングソリューションを深く統合し、製品開発能力を大幅に
向上させることを主目的としています。これにより、日本ペイントHDは、自動車、電
機、建築など多岐にわたる産業用アプリケーションにおける市場競争力を一層強化する
ことを目指します。

事業再編と戦略的意図

統合によるシナジー： 今回の再編は、複数の子会社が持つ専門知識とリソースを集
約し、研究開発、製造、販売といったバリューチェーン全体でのシナジーを最大化す
ることを意図しています。これにより、新製品の開発期間短縮や、より革新的なソリ
ューションの提供が可能となります。

製品開発能力の向上： 表面処理技術とコーティング技術の統合は、単なる塗料供給
にとどまらず、素材の保護、機能付与、美観向上を包括的にサポートする「トータル
ソリューションプロバイダー」としての能力を高めます。これは、顧客の多様化する
ニーズに対応し、高付加価値製品を生み出す上で不可欠です。

市場競争力の強化： 日本の産業用コーティング市場は、技術革新、環境規制、グロ
ーバル競争の激化といった要因により、変化の時期を迎えています。日本ペイント
HDの再編は、こうした市場環境に対応し、コスト効率の向上と製品ラインナップの
強化を通じて、市場シェアの拡大とリーダーシップの維持を狙うものです。

国際的な文脈： 同時期には、アクサルタコーティングシステムズがZencoreTMキャ
ビネットコーティングシステムを発売し、PPGインダストリーズがOzark Materials,
LLCを買収するなど、グローバルな塗料業界でもM&Aや新製品投入が活発化してお
り、日本ペイントHDの動きもこうした国際的な競争環境の中での戦略的対応と位置
付けられます。



背景・業界文脈

世界の産業用コーティング市場は、自動車産業におけるEV化、建設分野での環境配慮型
材料へのシフト、電子機器の高性能化など、多様なドライバーによって成長していま
す。特に、耐久性、機能性、環境負荷低減といった要求が高まっており、材料メーカー
には、これらを両立させる革新的なソリューションが求められています。日本市場にお
いても、これらのグローバルトレンドが強く反映され、塗料・コーティング業界は新た
な技術革新とビジネスモデルの変革を迫られています。

今後の展望

日本ペイントHDの産業用コーティング事業再編は、2032年までの市場成長予測を見据
えた長期的な戦略の一環です。統合された組織体制と強化された製品開発能力により、
同社は次世代の産業用コーティング技術をリードし、国内外の市場で持続的な成長を達
成する基盤を築くことになります。これは、日本の製造業の競争力向上にも寄与し、高
性能かつ環境に優しい材料ソリューションの普及を加速させる重要な役割を果たすと期
待されます。

元記事: https://www.openpr.com/news/4590465/united-states-industrial-coatings-market-2032-growth-

drivers

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.openpr.com/news/4590465/united-states-industrial-coatings-market-2032-growth-drivers
https://www.openpr.com/news/4590465/united-states-industrial-coatings-market-2032-growth-drivers


#24 Hempel、塗料消費量を最大150分耐火の防火コーテ
ィング「Hempafire Optima 515」で削減

概要

Hempel A/Sは、水性セルロース系防火保護（PFP）製品群の最新製品として、新しい
鋼材防火コーティング「Hempafire Optima 515」を発表しました。このコーティング
は、民生インフラプロジェクト向けに開発され、内部鋼構造物を最大150分間火災から

保護しつつ、塗料消費量と総塗布コストを削減できるよう設計されています。BS 476

規格に準拠したこの新製品は、建設業界の持続可能性とコスト効率に大きく貢献しま
す。

公開日 2026年07月30日  Hempel A/S  デンマーク



詳細

主要成果：Hempel、新防火コーティング「Hempafire Optima 515」で塗料消費
量を削減し、最大150分耐火を実現

デンマークを拠点とする世界的な塗料サプライヤーであるHempel A/Sは、水性セルロ
ース系防火保護（PFP）製品群の最新かつ画期的な製品として、「Hempafire Optima

515」を発表しました。この新しい防火コーティングは、主に民生インフラプロジェク
トにおける内部鋼構造物の保護を目的に開発され、お客様が塗料消費量を削減し、総塗
布コストを抑えながらも、BS 476規格に準拠した最大150分の耐火等級を提供できるよ
うに設計されています。これにより、建設業界の安全性と経済性の両立に貢献します。

技術・製品詳細

水性セルロース系PFP： Hempafire Optima 515は、環境に優しい水性ベースのセル
ロース系防火保護コーティングです。有害な有機溶剤の使用を削減し、塗布作業者や
環境への影響を最小限に抑えます。

塗料消費量の削減： 独自の配合と塗布技術により、少ない塗膜厚で必要な耐火性能
を達成できるよう最適化されています。これにより、塗料の使用量が削減され、材料
コストだけでなく、物流コストや廃棄物処理コストも低減されます。

総塗布コストの削減： 塗料消費量の削減に加え、Hempafire Optima 515は塗布効率
を高める設計がされており、施工時間の短縮や労働コストの削減にも寄与します。こ
れにより、プロジェクト全体の総塗布コストが効果的に抑えられます。

最大150分の耐火等級： BS 476規格に基づき、鋼構造物を最大150分間にわたって火
災から保護する能力を持っています。これは、建物内の人々の避難時間を確保し、構
造物の崩壊を防ぐ上で極めて重要な安全性を提供します。

民生インフラプロジェクト向け： オフィスビル、商業施設、学校、病院など、安全
性とコスト効率が重視される民生インフラプロジェクトに特に適しています。



背景・業界文脈

建設業界では、建物の安全性を確保するための防火基準が厳格化の一途を辿っていま
す。同時に、環境負荷低減への要求や、プロジェクト全体のコスト効率化も重要な課題
となっています。防火コーティングは、鋼構造物の耐火性能を高める上で不可欠な要素
ですが、その塗布コストや環境影響が課題となることも少なくありませんでした。
Hempelの新製品は、これらの相反する要件を高いレベルで両立させることを目指した
ものです。

今後の展望

Hempafire Optima 515の発売は、Hempelが防火コーティング市場における革新と持続
可能性を推進するリーダーとしての地位を強化するものです。この製品は、建設プロジ
ェクトの設計者、施工者、そして最終的な利用者に、より安全で、経済的かつ環境に優
しいソリューションを提供します。今後、同様の高性能で環境配慮型の防火材料の開発
がさらに加速し、建設業界全体の安全性と持続可能性の向上に貢献することが期待され
ます。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQExM8MpICaCohC54WpQPatfiVNul7Esr5-WfAN8lhOddcXqj-

eK3M1uRSAr6KcXf9uzBh5Nb4vpkOJut6NtYV9YIHhM8f3nRjX9WtjgDBkr5LC83m84uxowp2i-

IOTqyJkUZDbAMoMy3sGqaZbt9jw6pxsj8JNgYuSHKEFQHJwY6aBEaiQUbr5yOKBrboOYs9KaKGCwq7wKhgfPBqg

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQExM8MpICaCohC54WpQPatfiVNul7Esr5-WfAN8lhOddcXqj-eK3M1uRSAr6KcXf9uzBh5Nb4vpkOJut6NtYV9YIHhM8f3nRjX9WtjgDBkr5LC83m84uxowp2i-IOTqyJkUZDbAMoMy3sGqaZbt9jw6pxsj8JNgYuSHKEFQHJwY6aBEaiQUbr5yOKBrboOYs9KaKGCwq7wKhgfPBqgOMUf0nVmrHc78Eq7XPbG0Z75qSSmY2vhAYfvIsoJf569E15E=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQExM8MpICaCohC54WpQPatfiVNul7Esr5-WfAN8lhOddcXqj-eK3M1uRSAr6KcXf9uzBh5Nb4vpkOJut6NtYV9YIHhM8f3nRjX9WtjgDBkr5LC83m84uxowp2i-IOTqyJkUZDbAMoMy3sGqaZbt9jw6pxsj8JNgYuSHKEFQHJwY6aBEaiQUbr5yOKBrboOYs9KaKGCwq7wKhgfPBqgOMUf0nVmrHc78Eq7XPbG0Z75qSSmY2vhAYfvIsoJf569E15E=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQExM8MpICaCohC54WpQPatfiVNul7Esr5-WfAN8lhOddcXqj-eK3M1uRSAr6KcXf9uzBh5Nb4vpkOJut6NtYV9YIHhM8f3nRjX9WtjgDBkr5LC83m84uxowp2i-IOTqyJkUZDbAMoMy3sGqaZbt9jw6pxsj8JNgYuSHKEFQHJwY6aBEaiQUbr5yOKBrboOYs9KaKGCwq7wKhgfPBqgOMUf0nVmrHc78Eq7XPbG0Z75qSSmY2vhAYfvIsoJf569E15E=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQExM8MpICaCohC54WpQPatfiVNul7Esr5-WfAN8lhOddcXqj-eK3M1uRSAr6KcXf9uzBh5Nb4vpkOJut6NtYV9YIHhM8f3nRjX9WtjgDBkr5LC83m84uxowp2i-IOTqyJkUZDbAMoMy3sGqaZbt9jw6pxsj8JNgYuSHKEFQHJwY6aBEaiQUbr5yOKBrboOYs9KaKGCwq7wKhgfPBqgOMUf0nVmrHc78Eq7XPbG0Z75qSSmY2vhAYfvIsoJf569E15E=


#25 自己給電型ウェアラブルセンサー向け：
K0.5Na0.5NbO3鉛フリー圧電複合フィルムを開発

概要

自己給電型のウェアラブル運動モニタリングおよび圧力センシング向けに、

K0.5Na0.5NbO3をベースとしたフレキシブルな鉛フリー圧電複合フィルムが開発され
ました。この研究は、医療用超音波、触覚センサー、ウェアラブルデバイス、

MEMS、IoT発電といった次世代スマートセンシングデバイス向けの代替材料を提供す
るための基礎的な方法論を確立するものです。この材料は、持続可能で環境に優しい
電子デバイスの実現に貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月24日  ResearchGate (Journal of Materials Science: Materials in Electronics)

国際



詳細

主要成果：自己給電型ウェアラブルセンサー向け鉛フリー圧電複合フィルムを開発

研究チームが、カリウムナトリウムニオブ酸塩（K0.5Na0.5NbO3, KNN）をベースとし
たフレキシブルで鉛フリーの圧電複合フィルムを開発しました。このフィルムは、自己
給電型のウェアラブル運動モニタリングおよび圧力センシングデバイスへの応用を目的
としており、次世代のスマートセンシングデバイスにおける環境に優しい代替材料とし
ての道を拓きます。この材料の登場は、電子機器の持続可能性を高める上で重要な一歩
となります。

技術・臨床詳細

K0.5Na0.5NbO3（KNN）ベース： 従来の圧電材料に広く用いられてきた鉛系材料
（PZTなど）が環境規制の対象となる中、KNNは鉛フリーでありながら優れた圧電特
性を示す有望な代替材料として注目されています。本研究では、このKNNナノ粒子
をポリマーマトリックスに複合化することで、柔軟性と耐久性を両立させたフィルム
が作製されました。

フレキシブル圧電複合フィルム： 開発されたフィルムは、高い柔軟性を持ち、生体
組織や衣服の動きに追従できるため、ウェアラブルデバイスに最適です。圧電効果に
より、機械的変形（運動や圧力）を電気信号に変換し、外部電源なしでセンサーを駆
動する能力を持ちます。

自己給電型運動モニタリング： 身体の動きや関節の曲げ伸ばしによって生じる微細
な機械的エネルギーを電気エネルギーに変換し、それを自身のセンサー動作に利用す
ることで、バッテリー交換の必要がない長時間の運動モニタリングが可能になりま
す。

圧力センシング： フィルムに加えられる圧力を高感度で検出でき、触覚センサーや
医療診断（脈拍、呼吸など）への応用が期待されます。



背景・業界文脈

近年、ウェアラブルデバイスやIoT技術の普及に伴い、小型で高性能かつ持続可能なセ
ンサーへの需要が急増しています。特に、身体に装着して長時間使用するウェアラブル
デバイスでは、バッテリーの寿命や交換の手間が大きな課題でした。また、鉛のような
重金属を含む材料は、環境規制の強化に伴いその使用が制限される傾向にあります。鉛
フリーの自己給電型圧電材料は、これらの課題を解決し、環境に配慮した次世代エレク
トロニクスの実現に向けた鍵となります。

今後の展望

このK0.5Na0.5NbO3ベースのフレキシブル鉛フリー圧電複合フィルムは、医療用超音波
プローブ、触覚センサー、スマートウェアラブル、微小電気機械システム（MEMS）、
そして分散型IoT発電など、多岐にわたる分野で革新的なアプリケーションを可能にす
るでしょう。本研究で確立された基礎的な方法論は、次世代スマートセンシングデバイ
スの開発を加速させ、より環境に優しく、自己持続可能なエレクトロニクス社会の構築
に大きく貢献すると期待されます。

元記事: https://www.researchgate.net/publication/382348554_A_flexible_lead-

free_piezoelectric_composite_film_based_on_K0.5Na0.5NbO3_piezoelectric_nanogenerator_for_self-

powered_wearable_movement_monitoring_and_pressure_sensing

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/382348554_A_flexible_lead-free_piezoelectric_composite_film_based_on_K0.5Na0.5NbO3_piezoelectric_nanogenerator_for_self-powered_wearable_movement_monitoring_and_pressure_sensing
https://www.researchgate.net/publication/382348554_A_flexible_lead-free_piezoelectric_composite_film_based_on_K0.5Na0.5NbO3_piezoelectric_nanogenerator_for_self-powered_wearable_movement_monitoring_and_pressure_sensing
https://www.researchgate.net/publication/382348554_A_flexible_lead-free_piezoelectric_composite_film_based_on_K0.5Na0.5NbO3_piezoelectric_nanogenerator_for_self-powered_wearable_movement_monitoring_and_pressure_sensing


#26 AI材料科学スタートアップCuspAIが4億5000万ドル
を調達：Nvidia、Meta、Hyundaiなどと提携しAI
Materials Foundry始動

概要

AIを駆使して新しい産業用材料を発見する英国のスタートアップCuspAIが、Kleiner

Perkins、NEA、Jeff BezosのBezos Expeditions、英国政府のSovereign AI Venture Fund

などから4億5000万ドルのシリーズB資金を調達し、評価額を26億ドルとしました。同
社はまた、Nvidia、Meta、Hyundaiを含む45社以上が参加する「AI Materials

Foundry」を立ち上げ、AIによる材料発見の商業化を加速させます。この大型資金調達
は、AIが材料科学分野にもたらす変革の可能性を示唆しています。

公開日 2026年07月24日  AI Funding Tracker  英国



詳細

主要成果：AI材料科学スタートアップCuspAI、4.5億ドルの大型資金調達と「AI

Materials Foundry」始動

人工知能（AI）を活用して革新的な産業用材料を発見している英国のスタートアップ
CuspAIは、シリーズB資金調達ラウンドで4億5000万ドルという巨額の資金を調達した
と発表しました。この資金調達により、同社の評価額は26億ドルに達しました。主要投
資家にはKleiner Perkins、NEA、Jeff BezosのBezos Expeditions、さらには英国政府の
Sovereign AI Venture Fundなどが名を連ねています。同時にCuspAIは、Nvidia、Meta、
Hyundaiといった業界大手を含む45社以上が参加する「AI Materials Foundry」を立ち上
げ、AI駆動型材料発見の商業化を加速する構えです。

資金調達と事業戦略

大型資金調達： 4億5000万ドルのシリーズB資金は、材料科学分野におけるAIの可能
性に対する投資家の強い信頼を反映しています。この資金は、CuspAIの研究開発能
力を強化し、AIプラットフォームのスケールアップ、人材採用、そして新材料発見の
加速に投入される予定です。

AI Materials Foundryの設立： 「AI Materials Foundry」は、CuspAIのAIプラットフ
ォームと、Nvidiaのコンピューティング能力、MetaのAI研究、Hyundaiの産業応用ノ
ウハウなど、多岐にわたるパートナー企業の専門知識を融合させることを目的とした
共同体です。これにより、特定産業のニーズに応じた新材料の迅速な設計、シミュレ
ーション、最適化が可能になります。参加企業には、半導体、自動車、化学、エネル
ギーなど、様々な分野のリーダーが含まれます。

評価額26億ドル： 短期間での26億ドルという高い評価額は、CuspAIの技術が持つデ
ィスラプティブなポテンシャルと、それがもたらす市場機会の大きさを物語っていま
す。これは、AIが材料設計のプロセスを根本から変革し、新たな産業革命を牽引する
可能性を秘めていることを示唆しています。



背景・業界文脈

新材料の開発は、通常、長い時間と多大なコストを要するプロセスであり、試行錯誤に
依存することが少なくありませんでした。しかし、AIと機械学習の進化により、原子・
分子レベルでの材料シミュレーションと予測が飛躍的に高度化し、探索空間の効率的な
ナビゲーションが可能になりました。これにより、これまでは発見が困難だったユニー
クな特性を持つ材料が、より迅速かつ低コストで見つかる可能性が高まっています。こ
のような技術革新は、持続可能な社会の実現や、高性能電子デバイスの進化に不可欠で
す。

今後の展望

CuspAIの大型資金調達と「AI Materials Foundry」の始動は、AI駆動型材料科学が商業的
実用化の段階へと進む重要な転換点を示しています。この協業モデルは、AIの理論的進
歩と産業界の現実的なニーズを結びつけ、新材料の発見から実用化までの期間を劇的に
短縮するでしょう。エネルギー効率の高いデバイス、環境に優しい触媒、次世代バッテ
リーなど、多岐にわたる分野で、AIが設計した革新的な材料が社会にもたらされること
が期待され、CuspAIがその先駆者としての役割を果たすことが見込まれます。

元記事: https://aifundingtracker.com/ai-startup-funding-news-today/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://aifundingtracker.com/ai-startup-funding-news-today/


#27 UCリバーサイドが透明・自己修復・伸縮性に優れた
ポリマー材料を開発：電子機器の耐久性を革新

概要

カリフォルニア大学リバーサイド校の科学者らが、透明で自己修復可能、かつ最大50

倍に伸縮する高性能ポリマー材料を開発しました。この材料は、極性を持つ伸縮性ポ
リマーとイオン塩の組み合わせによって作られ、24時間以内に自律的に自己修復する

能力を持ちます。スマートフォン、ロボット、その他の電子機器の性能と耐久性を大
幅に向上させるだけでなく、自己修復ロボットや生体センサーといった新分野への応
用も期待されています。

公開日 2026年07月24日  Futures Platform  アメリカ



詳細

主要成果：透明・自己修復・最大50倍伸縮の革新的ポリマー材料をUCリバーサイ
ドが開発

カリフォルニア大学リバーサイド校の科学者チームが、透明性、自己修復性、そして驚
異的な伸縮性を兼ね備えた画期的な高分子材料を開発しました。この新材料は、最大50

倍にまで引き伸ばすことが可能でありながら、損傷が生じた場合には24時間以内に自律
的に自己修復する能力を持ちます。このブレークスルーは、スマートフォン、ロボッ
ト、その他の電子機器の耐久性と機能性を根本から変革し、製品寿命の延長とメンテナ
ンスコストの削減に大きく貢献する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

材料の構成： この革新的なポリマー材料は、特定の極性を持つ伸縮性ポリマーと、
イオン塩を巧みに組み合わせることで開発されました。イオン結合と共有結合の両方
の特性を兼ね備えることで、材料は高い柔軟性と同時に自己修復能力を獲得していま
す。

驚異的な伸縮性： 開発された材料は、元の長さの最大50倍にまで伸縮できるという
卓越した機械的特性を示します。これにより、フレキシブルディスプレイ、ウェアラ
ブルエレクトロニクス、ソフトロボットなど、高い柔軟性が求められるアプリケーシ
ョンでの利用に最適です。

自律的自己修復： 材料に傷や切断が生じた場合でも、外部からの特別な介入なし
に、24時間以内という比較的短時間で損傷箇所が自然に結合し、元の強度をほぼ回
復します。この自己修復能力は、製品の信頼性を劇的に向上させ、故障による交換の
必要性を低減します。

透明性： 材料が透明であるため、ディスプレイや光学センサーなど、光透過性が要
求される電子機器への応用が可能です。これは、例えば自己修復可能なスマートフォ
ンのスクリーンやタブレットカバーの実現に直接貢献します。



背景・業界文脈

現代の電子機器は、高性能化と小型化が進む一方で、落下の衝撃や日常的な摩耗による
損傷が避けられないという課題を抱えています。特に、ディスプレイや筐体の破損は製
品寿命を縮め、修理や買い替えのサイクルを早める原因となっていました。また、ロボ
ット工学の分野では、より人間のように柔軟で、損傷しても自身で修復できる「ソフト
ロボット」の開発が大きな目標の一つです。自己修復材料は、これらの課題に対する根
本的な解決策として、長年にわたり研究が続けられてきました。

今後の展望

カリフォルニア大学リバーサイド校が開発したこの透明で自己修復可能な伸縮性ポリマ
ー材料は、様々な産業分野に大きな影響を与える可能性があります。最も直接的な応用
としては、スマートフォンのスクリーンや保護ケース、ウェアラブルデバイスの外装と
いった既存の電子機器の耐久性向上が挙げられます。さらに、将来的には、自己修復可
能なソフトロボットの表皮、高度な生体センサー、医療用インプラントなど、これまで
想像しえなかった新しい製品やシステムの実現に道を拓くでしょう。この材料は、電子
機器の寿命を延ばし、廃棄物を削減することで、持続可能な社会の実現にも貢献する革
新的な技術として注目されます。

元記事: https://www.futuresplatform.com/self-healing-electronics

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.futuresplatform.com/self-healing-electronics


#28 形状記憶合金のレビューが自動車、航空宇宙、ロボッ
ト、生体医療分野でのアクチュエータ応用を強調

概要

本レビューは、形状記憶合金（SMA）の最新の研究と商業的応用を包括的に記述し、
特に自動車、航空宇宙、ロボット、生体医学分野におけるアクチュエータとしての用
途に焦点を当てています。SMAがその独特で優れた特性により、商業的応用において

大きな注目を集めていること、および基礎的・応用的研究がその発展を支えているこ
とを強調しています。これは、次世代のスマートシステム開発におけるSMAの重要性
を再確認するものです。

公開日 2026年07月23日  ResearchGate (Materials and Design)  国際



詳細

主要成果：形状記憶合金（SMA）のアクチュエータ応用が広範な分野で注目

形状記憶合金（SMA）に関する最新の包括的なレビュー論文が発表され、その独特で優
れた特性が自動車、航空宇宙、ロボット、そして生体医学といった多岐にわたる分野で
アクチュエータとして大きな注目を集めていることが強調されました。このレビュー
は、SMAの基礎研究から商業的応用までを網羅し、これらの材料が次世代のスマートシ
ステムとデバイスに不可欠な要素であることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

形状記憶効果と超弾性： SMAの主要な特性は、特定の温度変化によって元の形状に
戻る「形状記憶効果」と、大きな変形を受けても応力を解放すると元の形状に戻る
「超弾性」です。これらの特性は、マルテンサイト相変態という結晶構造の変化に基
づいています。これにより、SMAはコンパクトなアクチュエータとして、複雑な機
械部品を置き換えることができます。

自動車分野での応用： SMAは、自動車の自動開閉機構、センサー、燃料効率向上を
目的としたエンジンの熱管理システムなどに応用されています。例えば、自動トラン
スミッションのクラッチシステムやアクティブサスペンションシステムなど、精度と
信頼性が求められる部品での利用が進んでいます。

航空宇宙分野での応用： 軽量で高出力のアクチュエータとして、航空機のフラップ
制御、変形翼、宇宙船の展開構造（アンテナ、ソーラーパネルなど）に利用されてい
ます。これにより、システムの複雑性と重量を削減し、信頼性を向上させることが可
能です。

ロボット工学分野での応用： ソフトロボット、マイクロロボット、義手・義足など
の人工装具において、柔軟かつ精密な動作を実現するアクチュエータとしてSMAが
活用されています。そのコンパクトさと柔軟性は、従来のモーター駆動システムには
ない利点を提供します。

生体医学分野での応用： 医療用インプラント（ステント、矯正ワイヤーなど）、手
術用器具、薬剤送達システムなど、体内で機能するデバイスに応用されています。生
体適合性を持つニッケルチタン合金（NiTi、ニチノール）が特にこの分野で広く使用
されています。



背景・業界文脈

形状記憶合金は、1960年代にその特性が発見されて以来、材料科学と工学分野で集中的
な研究対象となってきました。そのユニークな特性は、従来のモーターや油圧・空圧シ
ステムでは実現が困難だった、小型化、軽量化、柔軟性、静音性を備えたアクチュエー
タの設計を可能にします。近年では、材料組成の最適化、加工技術の進歩、シミュレー
ション技術の発展により、SMAの信頼性と性能が大幅に向上し、その商業的応用が加速
しています。

今後の展望

今回のレビューは、SMAが持つ計り知れない応用可能性を再確認し、今後の研究開発の
方向性を示すものです。特に、スマートマテリアルとIoTの融合が進む中で、SMAは自
己感知・自己調整機能を持つ次世代デバイスの核となることが期待されます。さらなる
材料科学的探求と工学的な設計最適化を通じて、SMAはより広範な製品やシステムに組
み込まれ、私たちの生活や産業に革新的な変化をもたらすでしょう。これにより、エネ
ルギー効率の高いシステム、より安全な医療デバイス、そしてより知的なロボットの実
現が加速されると予測されます。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/260799653_A_review_of_shape_memory_alloy_research_applications

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/260799653_A_review_of_shape_memory_alloy_research_applications_and_opportunities


#29 UCサンディエゴが量子メタマテリアルで光コンピュ
ーティングを革新：赤外光変換効率1000倍超を達成

概要

UCサンディエゴの研究者らが、量子材料をアクティブな構成要素として利用する新し
いフロンティアとして「量子メタマテリアル」を追求し、超コンパクトな光学コンピ
ューティングシステムの実現を目指しています。彼らは、複数の金属量子井戸からな

るメタマテリアルが、超高速の赤外光パルスを可視光に変換する効率が従来の金属構
造の1000倍以上であることを発見しました。このブレークスルーは、より小型で高
速、かつ制御性の高い光・電子特性を持つデバイスへの道を開きます。

公開日 2026年07月30日  UC San Diego Today  アメリカ



詳細

主要成果：UCサンディエゴが量子メタマテリアルで光コンピューティングを革新、
赤外光変換効率1000倍超を達成

カリフォルニア大学サンディエゴ校（UCサンディエゴ）の研究者たちは、ナノスケー
ルの量子材料をアクティブな構成要素として活用する「量子メタマテリアル」という新
しいフロンティアを切り拓き、超コンパクトな光学コンピューティングシステムの実現
を目指しています。彼らは、複数の金属量子井戸から構成されるメタマテリアルが、超
高速の近赤外（IR）光パルスを可視光に変換する効率において、従来の金属構造と比較
して1000倍以上もの大幅な向上を達成したことを発見しました。この画期的な成果は、
より小型で、より高速、かつより制御しやすい光学・電子特性を持つデバイスの開発を
可能にします。

技術・臨床詳細

量子メタマテリアルの概念： メタマテリアルは、自然界には存在しない電磁気的特
性を持つように設計された人工構造です。量子メタマテリアルは、この概念をナノス
ケールの量子材料（量子井戸、量子ドットなど）に拡張し、それらを構造要素として
利用することで、光と物質の相互作用を量子レベルで精密に制御します。これによ
り、光学的応答をこれまでのメタマテリアルよりもはるかに高速かつ効率的に変調で
きます。

金属量子井戸の活用： 本研究では、複数の金属量子井戸を積み重ねた構造を持つメ
タマテリアルが用いられました。量子井戸は、電子がナノスケールで閉じ込められる
半導体層であり、特定のエネルギーレベルでのみ光を吸収・放出する量子力学的特性
を示します。これらの量子井戸が、超高速光パルスと効率的に相互作用し、非線形光
学効果を増幅させます。

超高速赤外-可視光変換効率1000倍超： 研究チームは、この量子メタマテリアルが、
テラヘルツ帯に近い超高速の赤外光パルスを、はるかに高い周波数である可視光に変
換する能力において、従来の一般的な金属ナノ構造と比較して1000倍以上もの変換
効率を達成したことを実証しました。この高効率は、光学的非線形性の劇的な増強に
起因します。



超コンパクトな光学コンピューティング： 従来の光学コンピューティングシステム
は、その複雑な光路や大きな部品のために、サイズと速度に限界がありました。量子
メタマテリアルを用いることで、光の操作をナノスケールで行えるようになり、より
小型で、より高速なデータ処理が可能な光学コンピューティングデバイスの設計が可
能になります。

背景・業界文脈

情報処理技術は、ムーアの法則の物理的限界に近づきつつあり、次世代のコンピューテ
ィングパラダイムとして光コンピューティングが注目されています。光は電子よりも高
速で情報を伝送できますが、光を効率的に操作し、小型化することが長年の課題でし
た。メタマテリアルは、この課題を克服する有望なアプローチとされていますが、受動
的な特性が主でした。量子材料を組み込むことで、メタマテリアルはアクティブな機能
を持つようになり、光の特性を動的に、かつ量子レベルで制御できる可能性が拓かれま
した。

今後の展望

UCサンディエゴの研究成果は、超コンパクトな光学コンピューティングシステム、量
子情報処理、高効率な光通信、さらには新たなタイプの量子センサーやイメージングデ
バイスの開発に道を拓く画期的なものです。1000倍以上の変換効率は、これらの応用に
おける消費電力と性能のバランスを根本から変える可能性を秘めています。将来的に
は、この量子メタマテリアル技術が、情報技術の次のフロンティアを形成し、現在のコ
ンピューティングのボトルネックを解消する鍵となることが期待されます。

元記事: https://today.ucsd.edu/story/quantum-metamaterials

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://today.ucsd.edu/story/quantum-metamaterials


#30 多機能フォトニック結晶が光制御の長年の課題を克
服：AR/VR、LiDAR向け高Q共振と波面整形を両立

概要

研究者らは、高空間自由度と高Q因子共振を組み合わせた多機能フォトニック結晶を
実験的に実証し、フラットオプティクスにおける長年のトレードオフを克服しまし
た。チタンジオキシド（TiO2）ナノピラーで構成される単層フォトニック結晶デバイ

スに「メタノッチ」を導入することで、局所的な波面整形と高Q準BIC共振の共存を可
能にしました。これは、AR/VR、LiDAR、通信、音響制御、熱制御、センサーなどの次
世代光学技術に応用が期待されます。

公開日 2026年07月27日  AZoOptics  国際



詳細

主要成果：多機能フォトニック結晶が光制御の長年のトレードオフを克服

研究者チームが、フラットオプティクス分野における長年の課題であった「高空間自由
度（波面整形）と高Q因子共振の同時実現」を見事に克服しました。彼らは、チタンジ
オキシド（TiO2）ナノピラーで構成される単層フォトニック結晶デバイスに「メタノッ
チ」と呼ばれる特殊な構造を導入することで、局所的な波面整形能力と極めて高いQ因
子を持つ準BIC（Bound States in the Continuum）共振の両立を実験的に実証しました。
このブレークスルーは、AR/VR、LiDAR、高速通信システムなど、次世代の光学技術に
大きな進歩をもたらす可能性があります。

技術・臨床詳細

フラットオプティクスの課題： 従来の光学レンズやミラーは、サイズが大きく、形
状が複雑であるため、小型化や多機能化が困難でした。これを解決するフラットオプ
ティクス（メタレンズなど）は、薄膜で光を制御しますが、一般的に波面整形能力を
高めると光損失が増加し、Q因子が低下するというトレードオフがありました。

多機能フォトニック結晶の構成： 今回開発されたデバイスは、高屈折率材料である
チタンジオキシド（TiO2）をナノスケールで加工したピラー構造を持つ単層フォト
ニック結晶をベースにしています。この材料は、可視光から近赤外光までの幅広いス
ペクトルで高い透過性を示し、CMOS製造プロセスとの互換性も高いです。

「メタノッチ」の導入： 従来のフォトニック結晶構造に、特定の幾何学的特徴を持
つ「メタノッチ」を導入しました。このメタノッチは、デバイス内の光の経路と相互
作用を局所的に精密に制御し、同時に光の閉じ込めを強化することで、高Q因子の準
BIC共振を維持することを可能にします。これにより、光信号の特定の周波数帯域に
おいて、非常に高い効率でエネルギーを貯蔵し、同時にその波面を精密に整形できる
という、これまでにない能力が実現しました。

高Q準BIC共振と波面整形の共存： 準BIC共振は、理論的には無限のQ因子を持つ「連
続体中の束縛状態」の物理現象を利用したもので、実際には非常に高いQ因子を実現
できます。この高Q共振により、光と材料の相互作用時間が長くなり、光検出や非線
形光学などの高感度・高効率な応用が可能になります。同時に、メタノッチによる局
所的な波面整形により、光の焦点位置、偏光状態、位相などを自在に制御できます。



背景・業界文脈

次世代の光学デバイスは、小型化、軽量化、多機能化、そして低消費電力化が求められ
ています。拡張現実/仮想現実（AR/VR）ヘッドセット、自動運転車に不可欠なLiDARシ
ステム、光通信における高速変調器、そして高精度センサーなど、多岐にわたる分野で
革新的なフラットオプティクスの需要が高まっています。今回のブレークスルーは、こ
れらの技術が直面していた根本的な設計制約を解消し、より高性能でコンパクトなデバ
イス開発を可能にするものです。

今後の展望

この多機能フォトニック結晶は、AR/VRデバイスの視覚体験向上、LiDARシステムの測
距精度と効率向上、光通信におけるデータ伝送速度と容量の拡大、さらには音響制御、
熱制御、高感度センサーなどの分野で広範な応用が期待されます。特に、光と物質の相
互作用をこれほど高い自由度と効率で制御できる技術は、光ベースの量子コンピューテ
ィングや、新しい光学的センシングプラットフォームの開発にも新たな道を開く可能性
を秘めています。この研究は、フラットオプティクスの未来を形作る重要な一歩と言え
るでしょう。

元記事: https://www.azooptics.com/news.aspx?newsID=32598

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azooptics.com/news.aspx?newsID=32598


#31 革新的な六角形フィンで潜熱蓄熱システム効率
13.25%向上：電子部品の熱管理に寄与

概要

相変化材料（PCM）ベースの潜熱蓄熱（LHTES）システムの効率を向上させるため、
革新的な六角形フィンの使用が提案され、その効果が数値シミュレーションで実証さ
れました。シミュレーション結果は、六角形フィンが蓄熱ユニットの熱性能を大幅に

改善し、総融解時間を13.25%短縮することを示しています。この成果は、電子部品の
温度管理や再生可能エネルギー貯蔵システムにおけるPCMの利用効率を向上させる上
で極めて重要です。

公開日 2026年07月30日  AIP Publishing (Journal of Applied Physics)  国際



詳細

主要成果：革新的な六角形フィンが潜熱蓄熱システムの融解時間を13.25%短縮

Journal of Applied Physicsに掲載された研究において、相変化材料（PCM）ベースの潜
熱蓄熱（LHTES）システムの熱性能を飛躍的に向上させるため、革新的な六角形フィン
の使用が提案され、その有効性が数値シミュレーションによって詳細に実証されまし
た。この新しいフィン設計は、蓄熱ユニットの熱性能を大幅に改善し、PCMの総融解時
間を既存のフィン構造と比較して13.25%も短縮できることが示されています。このブレ
ークスルーは、電子部品の高度な温度管理や再生可能エネルギー貯蔵システムにおける
PCM利用の効率化に大きく貢献します。

技術・臨床詳細

潜熱蓄熱（LHTES）システム： LHTESシステムは、相変化材料（PCM）が固体から
液体、またはその逆の相変化を起こす際に吸収・放出する潜熱を利用してエネルギー
を貯蔵する技術です。PCMは、その高いエネルギー密度と等温的な蓄熱能力によ
り、バッテリーやヒートポンプの補助、建物の空調、電子機器の熱管理など、多岐に
わたる分野で注目されています。

熱伝達強化の課題： PCMは高い潜熱を持つ一方で、熱伝導率が低いという課題を抱
えています。そのため、PCM内部への熱伝達を促進し、充放電速度を向上させるた
めの熱伝達強化技術が不可欠です。フィン（伝熱促進体）の導入は、この課題に対す
る一般的な解決策の一つです。

革新的な六角形フィン設計： 本研究では、従来の長方形や円形のフィンと比較し
て、熱交換表面積を効率的に最大化し、かつPCM内部での自然対流を最適化するよ
うな六角形フィンが提案されました。この形状は、熱源からの熱をPCM全体に均一
かつ迅速に分散させる能力に優れています。

数値シミュレーションによる効果の実証： 高度な数値流体力学（CFD）シミュレー
ションを用いて、六角形フィンを組み込んだLHTESシステムの熱挙動が詳細に解析さ
れました。シミュレーション結果は、六角形フィンが導入されていないシステムや、
他の形状のフィンを用いたシステムと比較して、PCMの融解速度が著しく向上し、
総融解時間が13.25%短縮されることを明確に示しました。これは、熱交換効率が大
幅に向上したことを意味します。



背景・業界文脈

高性能化が進む電子部品、特にCPUやGPUは、その動作に伴い大量の熱を発生させま
す。この熱を効率的に管理しないと、部品の性能低下や寿命短縮につながります。PCM

は、特定の温度で熱を吸収することで、部品の温度上昇を抑制する効果的なソリューシ
ョンとして期待されていますが、熱伝導率の低さがボトルネックでした。また、再生可
能エネルギー源（太陽光、風力など）は間欠的であるため、エネルギー貯蔵技術、特に
熱エネルギー貯蔵は、その安定供給を確保する上で不可欠です。

今後の展望

今回の六角形フィンを用いたLHTESシステムの性能向上は、電子部品の熱管理ソリュー
ションにおいて、より効率的で信頼性の高いPCMベースの冷却システムを設計する上で
重要な指針となります。さらに、太陽熱発電所や産業廃熱回収システムなど、大規模な
熱エネルギー貯蔵アプリケーションにおいても、その充放電効率を改善し、システムの
運用コストと効率を最適化する可能性を秘めています。今後、この六角形フィン設計を
実際のデバイスに組み込み、その実証を行うことで、高性能な熱管理およびエネルギー
貯蔵ソリューションの実用化が加速されることが期待されます。

元記事: https://aip.scitation.org/doi/10.1063/5.0210217

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://aip.scitation.org/doi/10.1063/5.0210217


#32 水素結合相互作用に基づく透明な自己修復ポリウレタ
ンエラストマー開発：電子皮膚・保護コーティングへ応用

概要

研究者らは、イソホロンジイソシアネート（IPDI）モノマーとポリウレタン（PU）前
駆体を架橋させて自己修復PUIフィルムを調製する方法を開発しました。このPUIフィ
ルムは、中温で迅速な形態回復を達成する上で水素結合が極めて重要であり、100%近

い自己修復効果を示します。この革新的な材料は、電子皮膚、センサーデバイス、保
護コーティングなどの次世代フレキシブルエレクトロニクス製造に応用される可能性
があります。

公開日 2026年07月28日  ACS Publications (Chemistry of Materials)  アメリカ



詳細

主要成果：水素結合による透明な自己修復ポリウレタンエラストマーを開発、
100%近い修復効果を実現

ACS PublicationsのChemistry of Materials誌に掲載された研究において、研究者たちは
イソホロンジイソシアネート（IPDI）モノマーとポリウレタン（PU）前駆体を効果的に
架橋させることで、優れた自己修復能力を持つ透明なポリウレタン-イソホロン-ジイソ
シアネート（PUI）エラストマーフィルムを開発しました。この画期的なPUIフィルム
は、水素結合相互作用を介して中程度の温度条件下で迅速な形態回復を達成し、ほぼ
100%に近い自己修復効果を示すことが実証されました。この成果は、フレキシブルエ
レクトロニクス分野に大きな影響を与えるものです。

技術・臨床詳細

材料設計と合成： 研究チームは、IPDIモノマーとPU前駆体を特定の比率で混合し、
重合させることで、水素結合ネットワークが豊富に形成されるPUIポリマーを設計し
ました。この水素結合が、材料が損傷した際に切断され、その後再結合するメカニズ
ムの鍵となります。

自己修復メカニズム： PUIフィルムに物理的な損傷（例えば、切り傷や亀裂）が生じ
ると、水素結合が一時的に切断されます。その後、材料を比較的低い温度（例えば、
室温から数10℃）に置くことで、切断された水素結合が自律的に再形成され、損傷
箇所が元の状態に回復します。この研究では、ほぼ100%の自己修復効率が報告され
ており、これは材料が完全に元の機能性を回復することを示唆しています。

透明性と柔軟性： 開発されたPUIフィルムは、高い透明度と優れた柔軟性を兼ね備え
ています。これにより、ディスプレイ、光センサー、ウェアラブルデバイスなど、光
学特性と機械的柔軟性の両方が求められるアプリケーションでの利用に最適です。

耐久性と再現性： 自己修復効果は複数回繰り返しても維持されることが示されてお
り、材料の長期的な耐久性と信頼性を保証します。



背景・業界文脈

現代の電子機器は、高性能化、小型化、そしてフレキシブル化が進む一方で、落下や日
常的な使用による損傷が避けられない課題となっています。特に、フレキシブルエレク
トロニクス、ウェアラブルセンサー、電子皮膚などの分野では、材料が繰り返し変形し
たり、外部からの物理的ストレスに晒されたりするため、自己修復能力は製品の寿命と
信頼性を向上させる上で不可欠な特性です。従来の材料は、自己修復機能が限られてい
たり、高温や特定の化学物質が必要であったりすることが多く、実用化の障壁となって
いました。

今後の展望

この水素結合相互作用に基づく透明な自己修復PUIエラストマーは、多岐にわたる次世
代エレクトロニクスデバイスへの応用が期待されます。具体的には、人間の皮膚のよう
に触覚を感知し、自己修復する電子皮膚、高感度で耐久性のあるセンサーデバイス、ス
マートフォンやタブレットのディスプレイを保護する自己修復コーティング、さらには
ソフトロボットの表皮材料としての利用が考えられます。この技術は、電子機器の持続
可能性とユーザーエクスペリエンスを劇的に向上させ、将来のスマートデバイスの設計
に新たな可能性をもたらすでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/acs.chemmater.6c00123

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/acs.chemmater.6c00123


#33 新相変化材料偏光子が光通信を高速化：機械式回転子
を不要にし熱で光の状態を切り替え

概要

新しい相変化材料（PCM）偏光子が開発され、熱を介して光の状態を切り替え、連続
的な電力なしで構造を維持できることが報告されました。これにより、光通信システ
ムにおけるかさばる機械式回転子が不要になり、システムの小型化と信頼性向上に貢

献します。この革新的なPCM偏光子は、より高速な光通信への応用を可能にし、デー
タセンターや光ファイバーネットワークの性能を大幅に向上させる可能性を秘めてい
ます。

公開日 2026年07月27日  Reddit (r/science, Light: Advanced Manufacturing journal)  国際



詳細

主要成果：新相変化材料偏光子が光通信を高速化、機械式回転子を不要に

Light: Advanced Manufacturing誌に発表された研究によると、新しい相変化材料
（PCM）偏光子が開発され、熱を介して光の状態を切り替えるとともに、連続的な電力
供給なしにその状態を維持できることが報告されました。この画期的な技術は、光通信
システムにおいて、これまで必須であったかさばる機械式回転子を置き換えることを可
能にし、これによりシステムの小型化、信頼性の向上、そして高速化を実現します。こ
れは、データ伝送効率と消費電力の課題に直面する光通信業界にとって重要な進歩とな
ります。

技術・臨床詳細

相変化材料（PCM）偏光子の動作原理： 開発されたPCM偏光子は、外部からの熱入
力によって材料の結晶構造または非晶質構造が可逆的に変化する特性を利用します。
この相変化が、材料の光学特性、特に光の偏光状態に対する応答を変化させます。熱
パルスを一度印加することで、材料は特定の偏光状態を「記憶」し、継続的な電力消
費なしにその状態を維持できるのが最大の特長です。

機械式回転子の排除： 従来の光通信システムでは、光の偏光状態を調整するため
に、多くの場合、物理的に回転する機械式部品（偏光回転子）が使用されていまし
た。これらは可動部品であるため、速度、サイズ、信頼性、そして消費電力の面で限
界がありました。PCM偏光子は、こうした機械式部品を完全に置き換えることで、
システムのフットプリントを劇的に削減し、故障のリスクを低減します。

高速光通信への応用： 可動部品がないため、光の状態切り替えが非常に高速に行え
ます。これにより、データセンター内の光インターコネクトや長距離光ファイバーネ
ットワークにおいて、より高速な変調と復調が可能となり、データ伝送速度と帯域幅
の拡大に直結します。

低消費電力： 一度状態を切り替えれば連続的な電力を必要としない「不揮発性」の
性質は、光通信デバイス全体のエネルギー効率を大幅に改善します。これは、特に大
規模なデータセンターや基地局における運用コスト削減に貢献します。



背景・業界文脈

情報化社会の進展に伴い、データ伝送量は爆発的に増加しており、光通信は現代のデジ
タルインフラのバックボーンとなっています。しかし、データ需要の増加に対応するた
めには、光通信システムのさらなる高速化と省エネルギー化が不可欠です。従来の光デ
バイスが抱える物理的制約や消費電力の問題は、この進化を阻む要因となっていまし
た。非機械的で高速かつ低消費電力の光制御技術は、この業界の喫緊の課題を解決する
鍵として強く求められていました。

今後の展望

この新しい相変化材料偏光子の登場は、光通信技術に革命をもたらす可能性を秘めてい
ます。データセンターの設計においては、よりコンパクトで低消費電力な光モジュール
が実現し、サーバー間の通信速度が向上するでしょう。また、長距離光ファイバーネッ
トワークでは、信号処理のボトルネックが解消され、より高速な情報伝送が可能になり
ます。将来的には、この技術が次世代の光コンピューティングや量子通信などの分野に
も応用され、デジタル社会の基盤をさらに進化させることが期待されます。これによ
り、エネルギー効率の高い、より高速で信頼性の高い通信インフラの構築が加速される
でしょう。

元記事:

https://www.reddit.com/r/science/comments/1ds2y7y/a_new_phasechange_material_polarizer_switches/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.reddit.com/r/science/comments/1ds2y7y/a_new_phasechange_material_polarizer_switches/


#34 Google DeepMind、AIと量子物理学で「存在しない
はずの」超伝導体を2種発見：エネルギー・コンピューテ
ィングを革新へ

概要

2026年6月29日に発表された論文によると、Google DeepMindのGNoMEプロジェクト

が人工知能と量子物理学の計算を組み合わせ、従来の超伝導体の理解では見つからな
いはずの2つの新しい超伝導材料を特定しました。GNoMEプロジェクトは、ディープ
ラーニングを用いて220万もの新規結晶構造の安定性を予測し、そのうち380,000が最

も安定した既知の材料構成であることを確認しました。このブレークスルーは、エネ
ルギー、コンピューティング、輸送の未来を革新する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月23日  YouTube (Channel: AI & Generative Tech)  アメリカ



詳細

主要成果：Google DeepMind、AIと量子物理学で「存在しないはずの」超伝導体
を2種発見

2026年6月29日に発表された画期的な論文によると、Google DeepMindのGNoME

（Graph Networks for Materials Exploration）プロジェクトは、人工知能（AI）と量子物
理学の計算を組み合わせることで、従来の超伝導体に関する理解では発見不可能とされ
てきた2つの新しい超伝導材料を特定しました。この驚くべき発見は、AIが複雑な材料
科学の探索空間を効率的にナビゲートし、人間には見つけることが困難な、あるいは不
可能だった材料を見つけ出す能力を持つことを明確に示しており、エネルギー、コンピ
ューティング、そして輸送の未来を根本から革新する可能性を秘めています。

技術・研究詳細

GNoMEプロジェクトのアプローチ： GNoMEプロジェクトは、深層学習モデルを活
用して、膨大な数の新規結晶構造の安定性を予測します。具体的には、220万もの異
なる結晶構造の安定性を評価し、そのうち380,000がすでに知られている最も安定し
た材料構成に匹敵するか、それを上回る安定性を持つことを確認しました。この大規
模な予測と検証のプロセスは、AIの計算能力が材料発見にもたらす変革的な影響を示
しています。

「存在しないはずの」超伝導体： 今回特定された2つの超伝導材料は、既存の超伝導
理論や経験則からは予測されにくい、あるいは「存在しないはずだ」とされてきたも
のです。AIは、これらの材料が超伝導特性を示す可能性があることを、その独自のパ
ターン認識とデータ分析能力を通じて「見つけ出し」ました。この事実は、AIが科学
的発見において、人間の直感や既成概念を超越する能力を持つことを示唆していま
す。

量子物理学との統合： AIモデルの学習と予測は、量子物理学の第一原理計算によっ
て生成されたデータによって裏付けられています。これにより、AIが予測した材料特
性の物理的妥当性が保証され、単なる統計的なパターン認識に留まらない、科学的に
根拠のある発見となっています。



背景・業界文脈

超伝導材料は、ゼロ抵抗送電、高効率モーター、MRIのような医療画像診断装置、そし
て次世代の量子コンピューターなど、多くの革新的な技術の鍵を握っています。しか
し、新しい超伝導材料の発見は、複雑な物理化学的原理と膨大な実験的探索が必要なた
め、極めて困難な課題でした。特に、高温超伝導体の発見は、長年にわたり材料科学に
おける聖杯とされてきました。AIは、この探索空間を効率的にナビゲートし、未踏の領
域を探索するための強力なツールとして期待されています。

今後の展望

Google DeepMindによるこの発見は、AIが単なる計算ツールではなく、科学的発見の主
体として機能する可能性を明確に示しています。特定された2つの超伝導材料は、さら
なる実験的検証を経て、将来のエネルギー効率の高い技術、より高性能なコンピューテ
ィングデバイス、そして革新的な輸送システムに組み込まれる可能性があります。この
研究は、AIと基礎科学の融合が、これまで不可能だった科学的ブレークスルーを可能に
し、人類の未来を大きく変える力を秘めていることを示唆するものです。今後の進展が
非常に注目されます。

元記事: #

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#35 米エネルギー省Geothermixプロジェクト、油井廃熱
からの熱電発電セル試験に成功：低温廃熱を電力に変換

概要

米国エネルギー省（DOE）のGeothermixフィールドプロジェクトは、Navidad

ResourcesのAustin Chalk油井において、Geothermixの新規熱電発電セルの構築とラボ
スケール試験に成功したことを実証しました。これらのセルは、石油・ガス生産から

の余剰熱を含む低温スペクトルにおけるさまざまな流体から発電を可能にし、これに
よりこれまで無駄になっていた熱を使用可能な電力に変換できる可能性があります。
これは、産業廃熱の有効活用に向けた重要な一歩となります。

公開日 2026年07月26日  U.S. Department of Energy (DOE)  アメリカ



詳細

主要成果：米DOE Geothermixプロジェクト、油井からの低温廃熱を電力に変換す
る熱電発電セル試験に成功

米国エネルギー省（DOE）が支援するGeothermixフィールドプロジェクトは、Navidad

ResourcesのAustin Chalk油井において、Geothermixが開発した新規熱電発電（TEG）セ
ルの構築とラボスケール試験を成功裏に実証したと発表しました。この画期的な技術
は、石油・ガス生産プロセスから排出される余剰熱を含む、低温スペクトルに存在する
多様な流体から直接電力を生成することを可能にします。これにより、これまで利用さ
れずに捨てられていた産業廃熱を貴重な電力資源へと変換する可能性が大きく拓かれま
した。

技術・研究詳細

Geothermix熱電発電セル： Geothermixによって開発されたTEGセルは、熱勾配を利
用して直接電気を生成する固体デバイスです。このセルは、特に低温環境下での効率
的な発電に特化して設計されており、従来の高温熱源に限定された熱電発電技術の限
界を克服します。

Austin Chalk油井での実証： 実証試験は、既存のAustin Chalk油井において実施され
ました。油井からは、石油・ガスと共に比較的低温の熱水が排出されますが、この熱
水がTEGセルの熱源として利用されました。ラボスケールでの試験では、このシステ
ムが安定して電力を生成し、実用的な応用が可能であることを確認しました。

低温廃熱の有効活用： 世界の産業活動から発生する廃熱の多くは低温であり、その
有効活用は技術的に困難とされてきました。Geothermixの技術は、この課題を解決
し、これまで経済的に利用できなかった低温廃熱源からの発電を可能にします。これ
により、エネルギー効率が向上し、化石燃料への依存度を低減できる可能性がありま
す。



背景・業界文脈

世界のエネルギー需要が高まる一方で、環境負荷の低減と持続可能なエネルギー源の確
保が喫緊の課題となっています。石油・ガス産業は大量の熱を排出しますが、その多く
は低温であるため、回収・利用が困難でした。熱電発電は、可動部がなく、直接熱を電
気に変換できるため、メンテナンスフリーで信頼性の高い廃熱回収システムとして注目
されています。Geothermixプロジェクトは、この技術を未開拓の低温廃熱分野に適用す
ることで、エネルギー回収の新たなフロンティアを開拓しています。

今後の展望

このGeothermix熱電発電セルの成功は、石油・ガス産業だけでなく、セメント、鉄鋼、
ガラス製造などの産業プロセスにおける低温廃熱の回収に広範な応用可能性を示してい
ます。さらに、遠隔地や電力インフラが未整備な地域での自己給電型センサーやオフグ
リッド電源としての利用も期待されます。この技術の実用化が進めば、エネルギーコス
トの削減、炭素排出量の削減、そして分散型エネルギーシステムの普及に大きく貢献
し、持続可能な未来社会の構築に向けた重要な一歩となるでしょう。DOEの支援によ
り、この技術は今後さらにスケールアップされ、実用化が加速されることが予測されま
す。

元記事: https://www.energy.gov/hgeo/geothermal/wells-opportunity

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/hgeo/geothermal/wells-opportunity


#36 Auerhammer Metallwerk、センサー技術向け超薄金
属箔など高度に専門化された材料ソリューション提供

概要

Auerhammer Metallwerkは、ニッケルおよび特殊合金、超薄金属箔（最薄1.5～2マイ
クロメートル）などの高度に専門化された材料ソリューションを提供しています。こ
れらの材料は、音響センサーや機械センサーといったセンサー技術や小型技術システ

ムで幅広い応用が可能であり、異なる材料を組み合わせて機能性材料複合材を形成す
るクラッド材料にも注力しています。同社の技術は、高精度と小型化が求められるハ
イテクアプリケーションに貢献します。

公開日 2026年07月25日  XPONENTIAL Europe (Auerhammer Metallwerkの紹介)  ドイツ



詳細

主要成果：Auerhammer Metallwerk、センサー技術向け超薄金属箔など高度専門
材料を提供

ドイツのAuerhammer Metallwerkは、ニッケルおよび特殊合金、そして最薄1.5～2マイ
クロメートルという驚異的な薄さの超薄金属箔を含む、高度に専門化された材料ソリュ
ーションを提供していることを発表しました。これらの先進的な材料は、音響センサー
や機械センサーなど、高精度と小型化が求められるセンサー技術や小型技術システムに
おいて幅広い応用を可能にします。また、同社は異なる金属を結合させることで新たな
機能性を生み出すクラッド材料にも注力しており、多機能複合材料のニーズに応えてい
ます。

材料技術と応用分野

超薄金属箔： Auerhammer Metallwerkの主要技術の一つは、極限まで薄く加工され
た金属箔の製造です。最薄1.5～2マイクロメートルという厚さは、人間の髪の毛の約
1/50以下に相当し、非常に高い精度と均一性で製造されています。この薄さは、小
型化が進む電子部品やセンサーにおいて、スペースの制約を克服し、軽量化と高感度
化を同時に実現します。

ニッケルおよび特殊合金： ニッケルをベースとした合金は、その優れた耐腐食性、
耐熱性、特定の磁気特性から、航空宇宙、医療、電子機器などの高機能アプリケーシ
ョンで広く利用されます。Auerhammer Metallwerkは、顧客の特定の要件に応じて、
これらの合金をカスタマイズして提供します。

センサー技術への応用： 超薄金属箔は、音響センサー（例えば、高感度マイクロフ
ォンや超音波センサー）、機械センサー（ひずみセンサー、圧力センサーなど）、そ
してMEMS（微小電気機械システム）デバイスにおいて、その軽量性、柔軟性、そし
て精密な加工性から重要な構成要素となります。これにより、より正確で小型なセン
サーの開発が促進されます。

クラッド材料（機能性複合材）： 同社は、異なる特性を持つ複数の金属層を密接に
結合させたクラッド材料も提供しています。これにより、例えば、高い導電性と特定
の耐食性を両立させる、あるいは磁気シールドと熱伝導性を組み合わせるなど、単一
の材料では実現困難な多機能性を持つ複合材を製造できます。



背景・業界文脈

現代のハイテク産業は、小型化、高精度化、高機能化、そして厳しい環境下での信頼性
を常に追求しています。特に、IoTデバイス、スマートセンサー、医療診断機器、航空
宇宙部品などでは、従来の材料では対応できないような特殊な性能が求められます。こ
のような背景から、特定の目的に合わせて最適化された「高度に専門化された材料ソリ
ューション」への需要が急速に高まっています。

今後の展望

Auerhammer Metallwerkが提供する超薄金属箔や特殊合金、クラッド材料は、次世代の
センサー技術、マイクロエレクトロニクス、そして複合材料応用において、不可欠な要
素となるでしょう。同社の技術は、製品の性能を限界まで引き上げ、新たな市場機会を
創出する可能性を秘めています。今後、さらなる材料科学の革新と精密加工技術の融合
により、より多様なハイテクアプリケーションでの応用が拡大し、産業界全体の技術進
歩に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.xponentialeurope.com/article/highly-specialized-material-solutions-high-tech-

applications

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.xponentialeurope.com/article/highly-specialized-material-solutions-high-tech-applications
https://www.xponentialeurope.com/article/highly-specialized-material-solutions-high-tech-applications


#37 身体熱ハーベスティング向け高性能フレキシブル熱電
発電機開発：穿孔フィンと銅カプセル化ポリイミドで乱流
を強化

概要

身体熱ハーベスティング用の高性能フレキシブル熱電発電機（FTEG）が開発されまし

た。このFTEGは、穿孔フィンと銅カプセル化ポリイミドを採用することで乱流を強化
し、熱電レッグ間の温度勾配を改善し、発電性能を向上させることを目指していま
す。この革新的な設計は、ウェアラブル電子機器や医療用センサーなどのバッテリー

レス化に貢献する可能性があります。

公開日 2026  IDEAS/RePEc (Energy journal)  国際



詳細

主要成果：高性能フレキシブル熱電発電機（FTEG）が身体熱ハーベスティングでブ
レークスルー

身体から発せられる熱を電力に変換する、高性能なフレキシブル熱電発電機（FTEG）が
開発されました。このFTEGは、穿孔フィンと銅カプセル化ポリイミドという革新的な構
造を導入することで、熱電レッグ間の温度勾配を効果的に改善し、全体的な発電性能を
大幅に向上させることを目指しています。この成果は、ウェアラブル電子機器、医療用
センサー、そしてIoTデバイスのバッテリーレス化に向けた重要な一歩となります。

技術・研究詳細

フレキシブル熱電発電機（FTEG）： FTEGは、人体などの曲面に装着できる柔軟性を
持ちながら、温度差を利用して発電するデバイスです。従来の剛性のある熱電発電機
とは異なり、身体の動きや形状に追従できるため、ウェアラブルアプリケーションに
最適です。

穿孔フィンによる乱流強化： 熱電発電の効率は、ホットサイドとコールドサイドの
温度差に大きく依存します。このFTEGでは、熱電レッグの間に「穿孔フィン」を配
置することで、熱流路における空気や流体の流れを意図的に乱し（乱流を強化）、熱
交換効率を向上させます。これにより、熱電レッグ間の温度勾配が最大化され、より
多くの電力が生成されます。

銅カプセル化ポリイミド： 熱電材料は、通常、脆弱な半導体材料で構成されるた
め、物理的な衝撃や曲げに対して弱い傾向があります。本FTEGでは、柔軟性と熱伝
導性に優れたポリイミドフィルムに熱伝導性の高い銅をカプセル化する構造を採用し
ています。これにより、機械的堅牢性を保ちつつ、熱電材料への効率的な熱供給と放
熱を可能にしています。

発電性能の向上： これらの構造的工夫により、従来のFTEGと比較して、より高い出
力密度と変換効率を達成しています。具体的な数値は論文に詳細が示されています
が、乱流強化と材料統合の相乗効果が発電性能向上に寄与しました。



背景・業界文脈

ウェアラブルデバイスの普及、特に健康モニタリング、スポーツトラッキング、医療診
断といった分野では、デバイスの小型化とバッテリー寿命の延長が喫緊の課題となって
います。バッテリーの充電や交換はユーザーにとって不便であり、デバイスの継続的な
使用を妨げる要因です。身体熱ハーベスティングは、人体から常に放出される熱エネル
ギーを電力として利用することで、このバッテリー問題に対する持続可能な解決策を提
供します。特に、フレキシブルな形態は、皮膚への装着感を高め、生体適合性の向上に
も寄与します。

今後の展望

この高性能FTEGの開発は、ウェアラブルエレクトロニクス業界に大きな影響を与える可
能性があります。将来的には、スマートウォッチ、フィットネストラッカー、バイオセ
ンサー、医療用パッチなど、様々なバッテリーレスなデバイスの実現に貢献するでしょ
う。さらに、IoTデバイスへの応用により、広範なセンサーネットワークの自己給電化
が進み、メンテナンスフリーで持続可能な情報収集が可能となることが期待されます。
今後、さらなる材料科学的最適化と製造プロセスのスケールアップを通じて、この技術
の実用化が加速されることが見込まれます。

元記事: https://ideas.repec.org/a/eee/energy/v360y2026icp.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ideas.repec.org/a/eee/energy/v360y2026icp.html


#38 日本のJ-StageがMg2(Si,Sn)熱電発電モジュールでZT
値1.2を報告：中間温度域で高効率化

概要

J-Stageに掲載された研究では、スパークプラズマ焼結によって合成されたMg2(Si,Sn)

固溶体熱電材料の温度依存性輸送特性が調査されました。n型およびp型サンプルは、
中間温度範囲までパワーファクターの増加と格子熱伝導率の低下を示し、n型で約623

～673 KでZT≈1.2、p型でZT≈0.5のピークZT値を達成しました。この成果は、中間温度
域での廃熱回収や発電応用における高効率熱電材料の可能性を示しています。

公開日 2026  J-Stage (J. Electron. Mater.)  日本



詳細

主要成果：日本のJ-StageでMg2(Si,Sn)熱電材料がZT値1.2を達成、中間温度域で高
効率化

J-Stageに掲載された研究報告によると、スパークプラズマ焼結（SPS）法を用いて合成
されたMg2(Si,Sn)固溶体熱電材料の温度依存性輸送特性が詳細に調査されました。この
研究は、n型サンプルが約623～673 K（約350～400 ℃）の中間温度範囲で、ピークZT

値が約1.2に達するという画期的な結果を示しました。p型サンプルもZT値0.5を達成し
ており、これは中間温度域における廃熱回収や発電応用において、Mg2(Si,Sn)ベースの
材料が極めて有望な選択肢であることを示唆しています。

技術・研究詳細

Mg2(Si,Sn)固溶体： Mg2SiとMg2Snの固溶体は、優れた熱電性能と豊富な構成元
素、低コストという利点から、中間温度域（200～600 ℃）での熱電発電材料として
注目されています。本研究では、この固溶体の組成と微細構造を最適化することで、
性能向上を図りました。

スパークプラズマ焼結（SPS）： SPSは、粉末材料を短時間で高密度化できる先進的
な焼結技術です。この方法を用いることで、結晶粒の微細化を抑制しつつ、高い相対
密度を持つ焼結体を得ることが可能となり、熱電材料の性能最適化に貢献します。

温度依存性輸送特性： 研究チームは、材料の電気伝導率、ゼーベック係数、熱伝導
率などの熱電特性を様々な温度で測定しました。その結果、n型およびp型サンプル
ともに、中間温度範囲においてパワーファクター（発電性能指数）が増加し、同時に
格子熱伝導率が低下する傾向が確認されました。これは、熱電材料のZT値向上に不
可欠な特性です。

高ZT値の達成： n型Mg2(Si,Sn)固溶体では、約623～673 KでピークZT値1.2を達成し
ました。ZT値1.0を超える材料は、商業的な熱電発電において非常に効率的とされ、
実用化の可能性が高まります。p型でもZT値0.5は、低コスト材料としては優れた性能
と言えます。



背景・業界文脈

産業活動から排出される大量の廃熱を有効活用することは、エネルギー効率の向上と温
室効果ガス排出量の削減のために喫緊の課題です。特に、中間温度域の廃熱は非常に広
範に存在しますが、その回収・利用技術はまだ十分に進んでいません。熱電発電は、廃
熱を直接電力に変換できるクリーンな技術であり、自動車、産業プラント、家庭用機器
など、様々な熱源からの電力回収に期待されています。Mg2(Si,Sn)のような安価で高性
能な熱電材料の開発は、この分野のブレークスルーを促進します。

今後の展望

今回の研究成果は、Mg2(Si,Sn)系熱電材料が、中間温度域での廃熱回収用熱電発電モジ
ュールとして非常に高いポテンシャルを持つことを明確に示しました。特にn型材料で
達成されたZT値1.2は、この材料の実用化に向けた大きな一歩です。今後、材料の長期
安定性、モジュール化技術の開発、そして製造コストのさらなる削減が課題となります
が、この技術が進展すれば、自動車の排熱発電、産業廃熱利用、民生機器の自己給電な
ど、多岐にわたるアプリケーションでエネルギー効率の大幅な改善が期待されます。日
本発のこの技術は、グローバルなエネルギーソリューションに貢献する可能性がありま
す。

元記事: #

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#39 英国、核分裂材料ロードマップ中間報告書で先進材料
が次世代原子炉の安全性・効率性・弾力性の鍵と明示

概要

英国国立原子力研究所（UKNNL）とヘンリー・ロイス研究所は、「UK Fission

Materials Roadmap Interim Report」を発表し、SMR、AMR、将来の核融合技術を含む
次世代原子炉システムの安全性、効率性、弾力性向上のために先進材料が不可欠であ

ることを強調しました。この報告書は、英国の核分裂材料研究開発の戦略的方向性を
定め、国家的なエネルギー安全保障と低炭素目標達成に資するものです。

公開日 2026年07月30日  Nuclear Industry Association  イギリス



詳細

主要成果

英国国立原子力研究所（UKNNL）とヘンリー・ロイス研究所は、共同で「UK Fission

Materials Roadmap Interim Report」を公表しました。この中間報告書は、小型モジュー
ル炉（SMR）、先進モジュール炉（AMR）、さらには将来的な核融合技術といった次世
代の原子炉システムの設計、建設、運用において、高性能な先進材料が不可欠な役割を
果たすことを明確に示しています。これにより、原子炉の安全性、効率性、および運用
寿命が大幅に向上することが期待されます。

技術・臨床詳細

報告書では、特に耐熱性高エントロピー合金（Refractory High-Entropy Alloys, RHEAs）
やセラミック複合材料、改良された合金鋼など、極限環境下での性能を維持できる材料
の開発が強調されています。これらの材料は、高温、高放射線環境、腐食性雰囲気とい
った原子炉特有の厳しい条件下で優れた機械的強度、耐食性、クリープ耐性を示す必要
があります。報告書は、これらの材料が燃料被覆管、炉内構造物、圧力容器などの主要
コンポーネントにおける信頼性と安全性を高めるための鍵となると指摘しています。

背景・業界文脈

英国は、2050年までのネットゼロ排出目標達成に向けて、原子力エネルギーを重要な柱
の一つと位置づけています。SMRやAMRといった革新的な原子炉設計は、建設コストの
削減、スケールメリットの実現、柔軟な導入を可能にする一方で、より高温・高圧での
運転を目指すため、既存の材料では対応できない新たな材料課題が生じています。この
ロードマップは、これらの課題に対処し、英国の原子力産業における材料科学の研究開
発投資を戦略的に方向づけることを目的としています。



今後の展望

この中間報告書は、英国が世界をリードする原子力技術開発国としての地位を確立し、
将来のエネルギーミックスにおける原子力の役割を強化するためのロードマップの重要
な一歩となります。今後は、報告書で特定された優先分野における研究開発が加速さ
れ、産学官連携による材料試験、モデリング、製造技術の開発が進められるでしょう。
これにより、英国は核分裂炉だけでなく、最終的には核融合炉の実現に向けた先進材料
技術のフロンティアを切り開くことが期待されます。

元記事: https://www.niauk.org/news/interim-report-of-uk-fission-materials-roadmap-published/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.niauk.org/news/interim-report-of-uk-fission-materials-roadmap-published/


#40 中国、GB/T 43568-2026標準施行で全固体電池の化
学的定義を明確化、大手企業は半固体電池の百トン級生産
ラインを構築

概要

中国は2026年7月1日にGB/T 43568-2026規格を施行し、全固体電池の分類に明確な化

学的境界を確立しました。この政策は、広範なサプライヤーネットワークにおける製
造インフラ評価の課題を浮き彫りにしています。一方で、一部の大手企業は半固体バ
ッテリー技術の百トン級量産ラインを構築し、この分野に大規模な投資を行ってお

り、市場の競争と技術革新を加速させています。

公開日 2026年07月30日  Industry Report  中国



詳細

主要成果

中国は、2026年7月1日に国家標準GB/T 43568-2026を施行し、全固体バッテリーの分類
において明確な化学的境界線を定義しました。この新たな規格導入は、バッテリー技術
の標準化を推進するものであり、同時に、広範なサプライヤーネットワークにおける製
造インフラ評価の課題を浮き彫りにしています。この動きに呼応して、中国国内の一部
の主要企業は、半固体バッテリー技術の百トン級量産ラインの構築に大規模な投資を進
めています。

技術・臨床詳細

GB/T 43568-2026規格は、バッテリーの安全特性、性能指標、試験方法など、全固体バ
ッテリーの技術的要件を体系化します。この標準化により、バッテリーメーカーはより
明確なガイドラインに基づいて製品開発を進めることができ、市場の信頼性向上に寄与
します。また、半固体バッテリーの量産化に向けた百トン級生産ラインの建設は、製造
プロセスのスケールアップにおける課題解決を示唆しています。この技術では、従来の
有機電解液の一部を固体電解質に置き換えることで、安全性とエネルギー密度の向上を
図りつつ、生産コストと技術的ハードルのバランスを取ることが目指されています。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）市場の急成長と、より安全で高エネルギー密度のバッテリーへの需要
の高まりが、全固体バッテリー技術の研究開発を加速させています。中国政府は、新エ
ネルギー車産業の育成を国家戦略と位置づけており、バッテリー技術の標準化と産業化
を強力に推進しています。この標準化は、これまで定義が曖昧であった「全固体」の概
念を明確にすることで、市場の混乱を防ぎ、健全な技術競争を促す狙いがあります。一
方で、量産が比較的容易な半固体バッテリーは、全固体バッテリーへの移行期における
現実的な選択肢として、多くの企業から注目されています。



今後の展望

GB/T 43568-2026規格の施行と、半固体バッテリーの百トン級生産ラインの稼働は、中
国がグローバルバッテリー市場におけるリーダーシップをさらに強化する上で重要なマ
イルストーンとなります。これにより、全固体バッテリーの実用化に向けた技術的課題
の解決が加速し、数年内にはEVや蓄電システムへの本格的な導入が見込まれます。今
後、標準化された枠組みの下で、材料開発、製造プロセス最適化、コスト削減が進むこ
とで、全固体バッテリーが現在のリチウムイオンバッテリーに代わる主流技術となる可
能性が高まります。

元記事: #

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#41 パデュー大学、高強度鋼の最大10倍の強度と高い柔
軟性を持つコバルト-アルミニウム合金を開発

概要

パデュー大学のエンジニアは、通常は非常に脆いコバルト-アルミニウム化合物を、高
強度構造用鋼の約6～10倍の降伏強度を持ち、室温で高い柔軟性を維持する超強力かつ
柔軟な新合金に変換することに成功しました。このナノスケール設計アプローチによ

り、航空宇宙、防衛、医療分野で革命的な影響をもたらす可能性のある材料が開発さ
れました。従来材の課題を克服する画期的な成果です。

公開日 2026年07月31日  ScienceDaily (Purdue University)  アメリカ



詳細

主要成果

パデュー大学の研究チームは、通常は極めて脆いコバルト-アルミニウム化合物（Co-Al

合金）を、驚くべき強度と柔軟性を兼ね備えた材料へと変革することに成功しました。
この新合金は、高強度構造用鋼と比較して約6倍から10倍もの降伏強度を誇りながら、
室温においてかなりの塑性変形能力を維持できるという、従来の材料科学の常識を覆す
特性を示しています。

技術・臨床詳細

この画期的な成果は、ナノスケールでの精密な材料設計によって達成されました。研究
者たちは、コバルトとアルミニウムの組成比を微調整し、材料の結晶構造内に特定のナ
ノ構造を導入することで、脆性挙動を抑制し、代わりに高強度と延性を同時に引き出す
ことに成功しました。具体的には、コバルト-アルミニウム系合金にナノスケールの析
出物や結晶粒界を制御して導入することで、応力集中を分散させ、転位の動きを阻害し
つつも材料全体の変形能力を保持しています。このアプローチは、材料の破壊靭性を大
幅に向上させ、構造材料としての応用可能性を広げます。

背景・業界文脈

高強度材料は、航空宇宙、自動車、防衛、医療機器など、軽量化と高信頼性が求められ
る多くの産業分野で不可欠です。しかし、一般的に材料の強度は柔軟性（延性）とトレ
ードオフの関係にあり、高強度化すると脆くなる傾向があります。コバルト-アルミニ
ウム化合物自体は高い理論強度を持つものの、実用には脆性が課題でした。今回の研究
は、この長年の課題を克服し、強度と柔軟性を両立させることで、従来の材料では実現
できなかった性能を持つ次世代の構造材料開発に道を開くものです。



今後の展望

この超強力で柔軟なコバルト-アルミニウム合金は、航空機のエンジン部品や軽量装
甲、高性能ロボット部品、生体適合性のある医療インプラントなど、多岐にわたる応用
が期待されます。特に、極限環境下での使用が想定される部品において、その優れた特
性は設計の自由度を高め、製品の性能と安全性を飛躍的に向上させるでしょう。今後、
この材料の製造プロセスのスケーラビリティやコスト効率、長期的な耐久性の評価が次
の研究フェーズの焦点となり、産業界への実装に向けた開発が加速すると見られます。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260731084221.htm

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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